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令和５年度 湖南市教育委員会評価委員会の実施について 

 

本委員会では、湖南市教育委員会事業評価について、今日までの評価項目全 

 

体を評価するのではなく、毎年度実施する所管課の最終評価を踏まえ、年度当初に 

 

所管課が重点的に取り組む事項として掲げた重要項目に対し、委員会として評価を 

 

行っている。 

 

 令和５年度は、別紙に掲げる主要５事業を対象とし、所管課の作成した教育事業評 

 

価シートにより事業の実施内容、成果・課題等についてヒアリングを行い、各委員から 

 

の意見をもとに、総評および各項目に対する講評を行った。 

 

 今後は、本報告書に記載してある評価をもとに令和６年度以降の取組の改善を進 

 

められ、さらなる本市の教育の向上を願うものである。 

 

 

 

 

 

令和６年３月 31 日 

湖南市教育委員会評価委員会 
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外部評価実施内容 

①日 時  令和５年６月 30 日（金）午前 10 時 00 分から 

場 所  湖南市役所西庁舎 ２階教育委員会室 

②日 時  令和５年 10 月 20 日（金）午後１時 45 分から 

場 所  湖南市役所西庁舎 ２階教育委員会室 

 

評価体制 

   外部評価委員（評価委員会委員） 

        若 槻 健      （委員長） 

        中 村 善 司 （副委員長） 

        平 地 幸 美 

        小 島 妙 子 

 

  評価対象事業数 

   ５事業（令和５年度最終評価シート 48 項目の内） 

 

   対象事業 

◯資料№52（教育総務課） 

・トイレ洋式化工事実施数 

◯資料№３（学校教育課） 

・外国籍児童生徒支援、保護者対応のための翻訳機器の配置 

◯資料№57（学校教育課） 

 ・学校支援員の配置 

○資料№48（教育支援課） 

 ・通学路などの危険個所の合同点検箇所（累積） 

○資料№31（図書館） 

 ・図書館の年間新規利用登録者数 
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【総 評（全体）】 

今回、教育委員会事業評価の基となっている第２期湖南市教育振興プランの

計画が令和２年度にスタートし、４回目の評価となった。 

 令和５年度事業の所管課評価（最終）は、令和５年５月に新型コロナウイル

ス感染症が５類に移行され、アフターコロナの社会となり、それぞれの事業に

おいて大きな転換期を迎えながら、おおむね目標どおりの取り組みが行われ

た。 

このことについて、関係各位のご尽力に敬意を表するとともに、今後も同プ

ランに基づきながら計画的に執行されたい。 

 湖南市においても、ＧＩＧＡスクール構想により学校教育現場におけるイン

ターネットを利用した１人１台端末の活用が増えているが、時代の流れに沿い

ながらも子どもたちの主体性を育み、一人ひとりの自立を支える教育を追求し

続けることに取り組まれたい。 

また昨今、自然災害が全国で多発している状況に鑑み、さらなる安心安全な

教育の実施、防災・防犯対策に今まで以上に取り組むことが必要である。 

 令和６年度も引き続き、「～学校・家庭・地域が連携し、それぞれが責任を 
持つ教育の創造～子どもの育つ力を信じ、夢と志を育て未来を拓く「生きる

力」の育成」の実現に向けて事業を推進されることを期待し総評とする。 
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【講評（事業別）】 

 

◯資料№52（教育総務課） 

・トイレ洋式化工事実施数 

 

【コメント】 

・ 限られた財源の中で国の交付金を最大限活用しながら、学校施設の環境 
整備を図っていくことに関して、年度ごとの目標設定をする難しさがあるこ

とと思います。エアコンの設置とともに、児童・生徒の日々の学校生活中で

大切な環境整備ですので、13 小中学校で事業が完了した意義は大きいと思

います。 
  
・ 指標 70%以上の洋式率を目指し、第２期振興プラン最終年前に達成でき

たことは良かった。少子化により既存トイレ数においては十分と思われる。

今後は、計画的なメンテナンスと生徒が公共の場を美しく使用するといった

意識の向上を求めたい。改築工事などは工事前と完成の写真が添付してあれ

ば分かりやすい。 
 

 ・ 数値目標到達に最終評価「Ａ」ということで事業が完了できたことはよ 

かった。以前紹介いただいたように生徒等、喜びの声があったということが 

何よりの評価である。 

 

 ・ 小学校低学年等のことを考えると、今後の維持管理もよい形でできると 

良いと思う。日常の児童生徒の清掃はもちろんあるだろうが、年に数回 

は清掃業者委託、予算化が厳しければ、CS（コミュニティ・スクール）組 

織の活用やボランティア等の支援をお願いし望むところでもある。 

 

・ 日常の施設安全点検日など、項目にトイレの状況も入れるなどしてパイ 

プ詰まりや尿石によるトイレ詰まりなど、未然に防げることや、早期対応 

等に努め、いつまでも「入って、使って、気持ちよいトイレ」であるよう 

に今度の管理も忘れず努められたい。 

 

・ 国の交付金を活用して計画的に取り組み、災害時のため等で一部和式を残

しつつもトイレの洋式化を完了されたことは非常によかったです。また、教

育長が児童生徒と直接対話し、洋式化を喜ぶ子どもたちの声が聞かれたとの

こと、加えてすばらしいことと思います。今後地域住民らの学校利用も増え

てくるかと思います。状況に合わせて、柔軟に学校施設の維持、改良に努め
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ていかれることを期待します。 

 

 

 

◯資料№３（学校教育課） 

・外国籍児童生徒支援、保護者対応のための翻訳機器の配置 

 

【コメント】 

・ 外国語の習得には、その国の慣習や文化を学ぶ必要があり、これにより 
外国語に対しより一層の理解が進むと言われます（習得を目的に機器の 
配置がされている訳ではありませんが）。 

 
・ 具体的施策「多文化の共生の推進」の数値目標として「翻訳機器の配置」 
の指標があるため、最終評価に多文化共生の事柄が含まれていることは 
理解できますが、現状の機器の配置が児童生徒の支援にどのように役立ち、

どのような場面での保護者対応に役立ったのか、次年度も更なる配置の増加

が必要なのか、google アプリでカバーできるのかなど、機器の配置に対する

直接的な評価も記述する必要があるのではないでしょうか。 
 

・ 最終実績に明記されているとおり、予算面等において数値目標に達してい

ないことは理解できる。次年度（６年度）も翻訳機の購入は厳しいと思われ

る中で、代替のタブレットをフルに活用し学習支援や保護者との対応に努め

られたい。 

 

 ・ 評価項目による具体的施策として学習支援や多文化共生推進の評価の 

ひとつとして翻訳機の台数はあるのかもしれないが、実際の状況は分か 

りにくいと感じる。 

 

 ・ タブレットの内蔵の翻訳・通訳アプリで概ね対応でき、市内の各校が協 

力し合いその状況に応じて翻訳機を柔軟に回すなど工夫されていることは

よいと思う。日常も携帯（スマホ）でも同様で非常に便利になってきた。こ

のことは「ありがたい」と思う。が、実際の学習場面や、保護者対応、子ど

も同士のトラブル等において、機器やアプリは単純な翻訳であり、その時 

の思いや考えを相手に分かるように具体的に伝えるには弱い。翻訳機の配 

置とは内容が少し異なるかもしれないが、そう思うと、やはり「母語支援 

員さん」等、のお力は大きい。翻訳機はもちろんひとつのツールとしてよ 

いと思うが、人としてのコミュニケーションや互いを理解する、何より言 

7 



葉の習得において、やや弱さを感じる。授業など学校支援に支援員さんの 

配置も気になるところである。 

 

・ 最近はベトナムから就労されている方も多いと聞く。それに伴い在籍する 

 児童生徒も増えている様子があるなら、ニーズに合う対応も進めてやって 

ほしい。 

 

・ 機器の配置数は、予算との関係もあり十分な量を達成するのは難しいか 

もしれませんが、タブレットを生かした活用法を検討されるとよいかと思 

います。また機器の活用を通じて保護者との意思疎通が深まったり、日本語

が苦手な児童生徒が安心して学ぶ育つ環境づくりにつながっていくことを

期待します。そうしたうまくいったエピソードを共有することで、機器の有

効活用を広げていくといいのではないでしょうか。 

 

 

 

◯資料№57（学校教育課） 

・学校支援員の配置 

 

【コメント】 

・ 前資料№3の評価と同様に、目標数値に対する評価だけをしても意味が 

ないのは理解できますが、手順としては、72 人の配置の過不足などに対 

する評価などを、先ずはすべきではないでしょうか。最終評価がＢとなっ 

ていますが、実績内容の記述からは、Ｂ評価となった事由がはっきりしま 

せん。 

 

・ 教員の働き方改革の一つに教員業務支援員を配置された。このことによっ

て子どもと向き合う時間の確保、教育資質向上の実施内容や成果なども記載

されたい。今後とも教育業務支援員と教員が常にコミュニケーションを取り、

お互い仕事をしやすくなる環境づくりに学校全体で取り組んでほしい。 

 
 ・ 働き方改革の推進、としての評価をどのようにするのか難しい。確かに 

業務支援員さんが教員のニーズに合う動きをしていただくと、きっと助かる

にちがいない。継続勤務の支援員さんが多いということで学校側も助かって 

いるだろうと推察する。単純に任せられる内容をお願いし、教員が少しでも 
  仕事ができて子どもに向き合える時間が増えればとてもありがたいと思え

る。それにより、勤務時間が少しでも短くなれば尚よい。ただ、学校の置か
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れている状況や教職員一人ひとりの考え、意識はどうしても異なるものが

ある。なので、業務支援員さんの配置により教員が一人でも多く「ありがた

い」「助かるな」と、いう思いを先ず待つことができれば、数値ではないも

のの、それもよい評価なのではないかと感じる。できた時間が子どもたちへ

の関わりに繋がる、また、勤務時間の短縮になっていくとよい。 
 
・ 支援員の配置数も、数だけでなくそれぞれの支援員さんがどのような活動 

をされ、それが教員の負担軽減につながっているかを検証することを期待 

します。 

 

 

 

○資料№48（教育支援課） 

・通学路などの危険個所の合同点検箇所（累積） 

 

【コメント】 

・ 広報こなん５月号に、通学路の安全対策に関する記事が掲載されてい 
ましたが、広く市民に広報することは大事なことと思います。 

  
・ 財源の権限がない、道路管理者がさまざまである、市外からの通勤車 
 両も大きく影響していることなど、教育委員会だけで、また一朝一夕に 
 改善がはかれるものではありません。それぞれの地域で自治会などとも 
 協力し、市長部局とも連携しながら、地道に改善を進めていくしかない 
ので、引き続き事業の取り組みをしていただきたいと思います。 

 
 ・ 点検できた箇所が年々増えていることは喜ばしい。また、それなりの 

苦労も感じられる。危険個所の点検は必要不可欠であり、それに伴う対 
策と改善箇所数も記載されたい。安全教育の一環として、子ども達も点 
検に参加する機会があればよいと思われる。今後とも地域ぐるみの児童 
生徒の安全確保をするための支援体制の継続を願いたい。 

 

 ・ 危険個所の点検から関係機関への連携、さらに対応等により、児童生徒

の日常が安全で安心できるように努めていただいていることがわかる。以

前にも話題にも「子どもの声に耳を傾けてみては」という話があった。そ

のことは、より日常対応の具現化につながり、よいと思う。小学校には、

「地区別児童会」のようなものがどこの学期に一回くらいはあるのではな

いかと思う。（今は、ないところもあるのかもしれないが）もし、あるな
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らその機会にひとつの話題（議題）の場として声かけてみれば少し確認で

きるのではないか。 

 

 ・ Ｂ評価をされているが、どういう状態（状況が）Ａ評価なのか分から 

ない。 

 

 ・ 着実に点検されているとのこと、今後も継続していただければと思いま

す。 

 

 

 

○資料№31（図書館） 

・図書館の年間新規利用登録者数 

 

【コメント】 

・  いろいろな機会を捉えて、新規の利用登録をお願いしたが目標数には 
 届かなかったということであるが、実績値の 848 人の内訳の分析はさ 
れているのでしょうか。個人情報をどこまで取得されているのか不明で 
すが、市外・市内の別、18 歳以下の比率、男女の別など、現状分析を 
しないと今後の効果的な PR ができないのではないでしょうか。 
 

・ 図書館を利用できる市外の方の範囲が広がりましたが、湖南市が運営 
している施設ですので、新規利用登録者数の市内・市外の内訳は気にな 
るところです。令和６年度の数値目標が 893 人となっていますが、10 
人単位でいいのではないでしょうか。 

 
 ・ 人口減少により新規登録者数の低下はやむを得ないことと思う。その中 
  で新たな取り組みを行い、登録者数を増やしていこうとする姿勢がうかが 

われる。学校や園での新規登録はおおよその数はつかめるが、今後は未登 
録者の年齢層を分析し、見合った広報活動に努められたい。 
 

 ・ Ｃ評価ということで。なかなか数値目標に届か厳しい進捗状況だと感じた。 
  端末機器（タブレット）や携帯（スマホ）等、情報を身近に得られる機器 

が広く私たちの日常に浸透してきた。そのためだけではないが、本や新聞 
などの書物を手に取る人（家庭）が少しずつ減ってきた。特に日常において 
本を読む、また新聞等を読むことの必要性を感じない状況となっている。 
その弊害かもしれないが、子どもたちにはもちろん、大人も失いつつある 
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文字（活字）文化が学び考えることを遠ざけなんらかの影響をもたらし始 
めているのでと思う、一人でも多くの図書館利用者を願う。 

 
・ 最終実績の欄に「図書館サービスの広報に努めたい」との記載。広報も 
もちろん広く啓発周知するうえで大事だが、地域の力を連携し、まちづく 
り協議会（各自治会・区）ＣＳ等などの協力を得ながら移動図書館のよう 
に各自治会館等で「みんなの文庫」にように出前図書館を開く等、本が身 
近に貸借できるような働きかけができるのもよい。なかなか難しいかも 
しれないが一考されたい。 
 

・ どんな人が登録・利用していて、どんな人が登録・利用していないのかを

調査分析することで、登録者を増やし、充実した図書館利用につなげていく

ことができると思います。利用の少ないのが外国人であれば、外国人の方が

利用しやすいイベントを考えてみるとか、すでにされているかもしれません

が、考えていけるのではないでしょうか。 
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所管課

基本的方向 1

政　策 1

施　策 1

具体施策

A  B  C　Ｄ 

、

実施内容(進捗実績)

　各中学校区にて設定した「めざす子どもの姿」に関するアンケート項目は以下のとおりです（数値
は７月実施アンケートの結果）。
　石部中学校区「授業では、仲間の考えを聞き、自分の考えを伝えている」33.5%
　甲西中学校区「資料や発言を、自分の考えと照らし合わせながら、伝え合い、聞き合い、学び
合っている」23.8%
　甲西北中学校区「学習を通して、自分の考えを広げたり、深めたりしている」31.6%
　日枝中学校区「相手の思いや考えを聞き、自分の思いや考えを話している」34.2%
　各中学校区ごとの割合の平均は30.7%であり、数値目標達成に向け、今後も引き続き、めざす子
どもの姿に迫る取組を各校にて工夫して継続します。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

 　中学校区ごとにめざす子どもの姿を設定し、湖南市教育の取組の１つとして推
進してきました。アンケートは、年３回実施し、各中学校区ごとに集計および分析を
行い、校長会や学校訪問等で報告しています。第３回目の市の平均は23.9％で目
標値を達成することができませんでした。
　12月アンケートからオンライン化を行っており、その影響を受けた可能性を踏ま
え、今後の経過や児童生徒個人の回答状況を読み取ることに注意しつつ、中学校
区ごとの課題を明確にして改善するように、２月15日に実施をしました（７月実施の
アンケートでは市の平均が30.7％）。湖南市子どもの学びづくり委員会にて指導し
ました。来年度も、中学校区ごとの小中学校の連携をより一層強め、目指す子ども
の姿に近づくための具体的な取り組みを共通理解・共通実践していきます。

実績値（令和５年度）
23.9%（各中学校区ごとの割合の平均）
石部：26.8%　　甲西：20.8%　　甲西北：24.5%　　日枝：23.5%

数値目標（令和６年度） 30.0%

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度）
市全体29.0%（中学校区ごとの割合の平均）
石部：28.8%　　甲西：25.5%　　甲西北：30.7%　　日枝：31.2%

実績値（令和４年度）
29.5%（各中学校区ごとの割合の平均）
石部：32.1%　　甲西：22.1%　　甲西北：28.6%　　日枝：35.2%

数値目標（令和５年度）
31.2%（各中学校区ごとの割合の平均）
石部：33.3%　　甲西：25%　　甲西北：31.5%　　日枝：35%

実績値（令和２年度）
30.1%（中学校区ごとの割合の平均）
石部：26.8%　　甲西：26.3%　　甲西北：34.6%　　日枝：32.8%

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

変化の激しい時代を生き抜く力を育む

主体的・対話的で深い学びの充実

　２．具体施策の概要

人生100年時代を生き抜く力の育成

内容

　学習指導要領や全国学力・学習状況調査の分析結果をふまえ、毎年「湖南市学ぶ力向上策」および「我が校
の学ぶ力向上策」を作成し、授業改善や学校・学校集団づくりに取り組みます。また、中学校区ごとに「めざす子
どもの姿」を共有し、中学校区連携を重視した学校教育を推進します。課題解決力・コミュニケーション力といった
資質・能力の育成に努めます。

　３．数値目標

内容（指標）

　各中学校区で設定した「めざす子どもの姿」に関するアンケートで強い肯定的な回答をした児童
生徒の割合
※中学校区ごとにめざす子どもの姿が異なり、それに応じてアンケート項目も異なるため、中学校
区ごとに割合を出し、４つの中学校区の割合の平均を目標値にしています。

実績値（平成30年度） 25.0%（中学校区ごとの割合の平均）

　１．評価項目

　資料№１

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

1
12 



　 　
所管課

基本的方向 1

政　策 1

施　策 2

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　５．所管課評価(最終)　

　キャリア教育全体計画の作成については、令和５年５月末までに市内すべての小中学校（13
校）で作成することができました。現在、この計画をもとに、各校においてキャリアパスポートを活
用しながら、工夫して取組をすすめています。

実績値（令和５年度） 13校

実績値（令和４年度） 13校

数値目標（令和５年度） 13校

実績値（令和３年度） ５校

実施内容（最終実績）

　キャリア教育全体計画については、13校すべてで策定し、計画に基づいて、学
習を進めることができました。具体的には、小学校では、地域のさまざまな職業
の方からお話を聞き、夢を持つことやあきらめないこと、努力することの大切さを
学びました。中学校では、３日間、事業所等へ出向き、職場体験学習に取り組み
ました。次年度以降も、子どもたちの『当事者意識』を高め、『本物との出会い』も
大切にしたキャリア教育の推進に取り組んでいきます。

数値目標（令和６年度） 13校

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実績値（令和２年度）

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

変化の激しい時代を生き抜く力を育む

キャリア教育の推進

　２．具体施策の概要

キャリア教育の推進

内容

　キャリア教育を効果的に展開していくためには、特別活動が学校教育全体で行うキャリア教育の要として位
置付け、これからの学びや生き方を見通し、これまでの活動を振り返るなど、自己の将来や社会づくりにつなげ
ていく学習活動を充実させることが重要です。
　そのために年間計画を見直し、小中学校のつながりが明確になるよう整理します。またその実施にあたって
は、職場体験活動や社会人講話などの機会の確保に努めます。さらに職場体験活動などの固定的な活動だ
けに終わらないよう、地域の方とのふれあいや語らいを大切にし、将来、児童生徒が社会のなかでの自分の役
割を果たしながら、自分らしい生き方を実現させていくための資質・能力を育みます。

　３．数値目標

内容（指標） キャリア教育の視点からの年間計画の策定

実績値（平成30年度） ０校

２校

　１．評価項目

　資料№２

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

2
13 



　 　

所管課

基本的方向 1

政　策 1

施　策 3

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　数値目標には到達しておりませんが、児童生徒や教職員がタブレットに内蔵さ
れている翻訳・通訳アプリを活用するようになってきており、指導の実態としては、
目標に到達できたと捉えております。タブレットの活用で十分な学校の翻訳機器
（ポケトーク）を必要な学校に回すようにするなど柔軟に対応をしました。
　年間３回行っている日本語指導窓口担当者会において、今年度から、各校の多
文化共生教育の取組について、実践交流を行いました。各校からは、外国の文化
について学ぶ活動や、外国にルーツのある子どもが、自文化について発表をする
活動が紹介されるなど、市内小中学校で多様な学びを共有することができまし
た。

数値目標（令和６年度） 26台

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　児童生徒や教職員に配布されているタブレットに内蔵されている翻訳・通訳アプリと併用しているが、ポケ
トークの翻訳の精度が高く、重宝されている。
　令和５年度第１回日本語教室窓口担当者会において、今年度の取組の重点を検討する中で、
文化交流の充実について話し合われた。各校の多文化共生教育の推進に向けた取組の実践交流をすること
となった。

実績値（令和４年度） 20台

数値目標（令和５年度） 21台

実績値（令和５年度） 20台

実績値（平成30年度） ０台

実績値（令和２年度） 19台

実績値（令和３年度） 19台

多文化共生の推進

内容
　日本の伝統や文化を理解・継承していこうとする態度を養うとともに、外国の文化や考え方を理解して尊重する態度、異な
る文化を持った人々とともに互いを認め合いながら生きていく力を育てます。

　３．数値目標

内容（指標） 外国籍児童生徒支援、保護者対応のための翻訳機器の配置

内容

　さくら教室において、来日して間もない子どもに日本語指導や適応指導を行うとともに、必要に応じて教科などの指導を
行って外国籍の子どもたちの学習権を保障します。
　外国籍の子どもが多い学校に母語ができる人材を派遣したり、翻訳機器を配置することにより、子どもたちや保護者が安
心して過ごせる教室環境をつくります。

　資料№３

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

変化の激しい時代を生き抜く力を育む

多文化共生教育の推進

　２．具体施策の概要

外国人児童生徒への学習支援

3
14 



　 　
所管課

基本的方向 1

政　策 1

施　策 4

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（令和５年度） 16事例

実施内容（最終実績）

　各校で工夫して、自分たちの学校や湖南市のまちづくりについて、よりよくする
ための取組を考えることができました。湖南市の主権者教育の取組では、政治の
仕組みや選挙のことについて学習するだけではなく、自分の学校やまちづくりの
課題について、自分事としてとらえ、自らできることを考え行動する場面が増えて
きました。
　具体的には、地域の防災について考えたり、生徒会が中心となって、自分の町
の活性化のために考え、取り組んだりしています。来年度も、取組のさらなる充
実を目指し、対話を通して、課題解決力の育成に力を注ぎます。

実績値（令和３年度） 13事例

数値目標（令和６年度） 26事例

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　主権者教育の推進のために、現在、小・中学校では、社会科の公民の領域において、政治について
学習しています。また、小学校では、実際に東庁舎を訪れ、議会の仕組みについて学んだり、湖南市の
まちづくりに関わって、市役所の仕事について話を聞くことで、社会の一員として、自分にできることは
何かを考える学習に取り組んでいます。令和５年度全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙での
「今住んでいる地域の行事に参加している」の項目では、小中学校共に肯定的回答が全国平均を上
回っています。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実績値（令和４年度） 13事例

数値目標（令和５年度） 13事例

実績値（令和２年度）

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

変化の激しい時代を生き抜く力を育む

主権者教育の推進

　２．具体施策の概要

主権者教育の推進

内容
　本市では、政治の仕組みについて必要な知識を学ぶだけでなく、主権者として社会のなかで自立し、他者と連携・協
働をしながら、社会を生き抜く力や社会の構成員の一員として主体的に地域課題を解決する力を育てます。また、高
校生になってからの主権者教育だけではなく、発達段階に応じて、小学校の段階から主権者教育に取り組みます。

　３．数値目標

内容（指標）
各小・中学校の各教科や特別活動における学びと地域へつなげる取組
（地域行事への参加・参画）

実績値（平成30年度） 13事例

13事例

　１．評価項目

　資料№４

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

4
15 



　 　
所管課

基本的方向 1

政　策 2

施　策 1

具体施策

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実施内容(進捗実績)

　湖南市教育委員会で作成した「湖南市学ぶ力向上策」を踏まえて、全ての小中学校において、「我が校の
学力向上策」を定め、各校にて取組を進めています。　また、普段から「授業の湖南市スタイル」による授業
実践を意識し、職員アンケートでは、６項目中３項目において、年度当初よりも上昇がみられます。この中に
は、昨年度課題で挙げていた「普段の授業で、『読み解く力』の視点を踏まえた授業づくりを行っている」の
項目が入っており、職員の指導力の向上が見られます。一方、「普段の授業で、子どもたちが学びを自覚し
たり、次時への学習意欲をもてたりできるように「ふりかえり」を書かせている」の項目が、73.2％であるた
め、９月以降も、校長会・教頭会や学校訪問等において、改善策について指導を行っていく予定です。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　今年度も、湖南市や各校で定めた「学ぶ力向上策」に沿って、市内すべての小
中
学校で授業改善に取り組みました。今年度は、「読み解く力」の視点を踏まえた授
業づくりについて、教員アンケートの強い肯定的な回答が、年度当初より小学校で
4.7％、中学校で1.7％向上し、「授業の湖南市スタイル」と「読み解く力」の関係性
について、共通理解が進みました。次年度は教師の笑顔や学習規律の確立など
学びの環境づくりである「湖南市スタイル０」を全教職員に明示し、評価指標へ追
加するなど、授業改善を進めていきます。

実績値（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和６年度） 継続

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和４年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和２年度）
全小学校９校
全中学校４校

「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現

内容

　「湖南市学力向上プロジェクト」において「授業改善（授業の湖南市スタイルの定着化）」、「読書活動」、「家庭学習の充
実」を推進するとともに、結果として「子どもの夢と志を育て、『生きる力の根っこ』を太くする」ための土台となる自尊感情の
向上に取り組みます。
　「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現のために、中学校区連携を進める中で学習方法の連続性や共通実践など保幼小
中が連携した効果的な指導方法の工夫改善に努めます。
　「学力向上ワーキンググループ」は市内小中学校教員が主体的にメンバーとなり、「授業の湖南市スタイル」、「授業のポ
イント５」を活かした具体的な授業提案を行い、学力向上委員会のメンバーとともに授業改善の推進役を担います。
　また、継続的な朝の読書活動などを通じて読書の習慣化に努めるとともに、学校図書館とその機能、および学校司書を
活用した授業を積極的に推進します。

語彙の量と言語の質を高める取組

内容
　「ことばの宝石箱」や「湖南市の小さな詩人たち事業」の取組を積極的に活用し、語彙を増やし、言葉に対する豊かな感
性を磨くよう努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 「授業の湖南市スタイル」による授業実践校数

実績値（平成30年度）
全小学校９校
全中学校４校

内容

　各学校において共通実践「我が校は〇〇（取組内容・方法）で△△（高めようとする力・態度）を学力保障する」に取り組
み、真摯に学ぶ機会、一人ひとりに応じた学びの機会を保障します。
　コミュニケーション力・論理的思考力・学びに向かう力・人間性などの「非認知能力」育成を重視し、「学び手としての自
覚」を育てます。

　資料№５

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

確かな学力を育む

基礎学力の向上

　２．具体施策の概要

「自覚して学ぶ」姿の育成

5
16 



　 　
所管課

基本的方向 1

政　策 2

施　策 1

具体施策

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（令和３年度）
小学校997回
中学校358回

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　学校司書によるブックトークや調べ学習における授業支援を中心に、目標以上の
取組ができました。事前相談において、授業のねらいを授業者と学校司書が共通
理解することで、子どもの豊かな学びにつながりました。ＧＩＧＡスクール構想で、イ
ンターネットで調べる機会が増えましたが、学習経験が積み重なる過程で、本で調
べるよさとインターネットで調べるよさを子どもが気づき、使い分ける姿が見られる
ようになってきました。これも、授業者と学校司書が協力して授業づくりを行ってき
た成果です。

実績値（令和４年度）
小学校 1092回
中学校 340回

小学校　1192回
中学校  325回

数値目標（令和５年度）

実績値（令和５年度）
小学校　1352回
中学校  364回

数値目標（令和６年度）
通常学級数×８回
通常学級数×５回

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　例年通り、事前相談会を実施して、授業での活用について授業者と学校司書が打合せする時間を確保していま
す。
　各校で実践した授業を、学校司書定例会で学校司書が模擬授業を行い、好事例の横展開を図っています。今年
度は、その成果が表れています。事前相談会で、学校司書定例会で学んだ実践を授業者に提案し、他校で実践す
ることができたという報告を受けています。
１学期末現在（7.30時点）　小学校 651回(55%)、中学校 95(29％)

　５．所管課評価(最終)　

実績値（令和２年度）
小学校857回
中学校279回

「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現

内容

　「湖南市学力向上プロジェクト」において「授業改善（授業の湖南市スタイルの定着化）」、「読書活動」、「家庭学習の充実」を推
進するとともに、結果として「子どもの夢と志を育て、『生きる力の根っこ』を太くする」ための土台となる自尊感情の向上に取り組み
ます。
　「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現のために、中学校区連携を進める中で学習方法の連続性や共通実践など保幼小中が連
携した効果的な指導方法の工夫改善に努めます。
　「学力向上ワーキンググループ」は市内小中学校教員が主体的にメンバーとなり、「授業の湖南市スタイル」、「授業のポイント
５」を活かした具体的な授業提案を行い、学力向上委員会のメンバーとともに授業改善の推進役を担います。
　また、継続的な朝の読書活動などを通じて読書の習慣化に努めるとともに、学校図書館とその機能、および学校司書を活用した
授業を積極的に推進します。

語彙の量と言語の質を高める取組

内容
　「ことばの宝石箱」や「湖南市の小さな詩人たち事業」の取組を積極的に活用し、語彙を増やし、言葉に対する豊かな感性を磨く
よう努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 学校図書館を活用した授業実績（年間）

実績値（平成30年度）
小学校801回
中学校187回

内容

　各学校において共通実践「我が校は〇〇（取組内容・方法）で△△（高めようとする力・態度）を学力保障する」に取り組み、真摯
に学ぶ機会、一人ひとりに応じた学びの機会を保障します。
　コミュニケーション力・論理的思考力・学びに向かう力・人間性などの「非認知能力」育成を重視し、「学び手としての自覚」を育て
ます。

　資料№６

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

確かな学力を育む

基礎学力の向上

　２．具体施策の概要

「自覚して学ぶ」姿の育成
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所管課

基本的方向 1

政　策 2

施　策 1

具体施策

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（令和３年度） 全小学校９校

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）
　目標どおり、市内全小学校で音読活動で利用されています。さらに、小学校だけ
でなく、中学校でも利用したいという申し出があり、活用が広がっています。

実績値（令和４年度） 全小学校９校

全小学校９校数値目標（令和５年度）

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　４月に新版を各校に配布した。今回の改定では、小中の学習のつながりを意識して、歴史的仮名遣いを中学校の
教科書に準拠しました。
市内全小学校で、音読活動で利用されており、７月には中学校からも利用したいという申し出がありました。

　５．所管課評価(最終)　

実績値（令和５年度）
全小学校９校
中学校１校

数値目標（令和６年度） 継続

実績値（令和２年度） 全小学校９校

「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現

内容

　「湖南市学力向上プロジェクト」において「授業改善（授業の湖南市スタイルの定着化）」、「読書活動」、「家庭学習の充実」を推
進するとともに、結果として「子どもの夢と志を育て、『生きる力の根っこ』を太くする」ための土台となる自尊感情の向上に取り組
みます。
　「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現のために、中学校区連携を進める中で学習方法の連続性や共通実践など保幼小中が連
携した効果的な指導方法の工夫改善に努めます。
　「学力向上ワーキンググループ」は市内小中学校教員が主体的にメンバーとなり、「授業の湖南市スタイル」、「授業のポイント
５」を活かした具体的な授業提案を行い、学力向上委員会のメンバーとともに授業改善の推進役を担います。
　また、継続的な朝の読書活動などを通じて読書の習慣化に努めるとともに、学校図書館とその機能、および学校司書を活用し
た授業を積極的に推進します。

語彙の量と言語の質を高める取組

内容
　「ことばの宝石箱」や「湖南市の小さな詩人たち事業」の取組を積極的に活用し、語彙を増やし、言葉に対する豊かな感性を磨く
よう努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 「ことばの宝石箱」を活用した暗唱などに取り組んだ学校数

実績値（平成30年度） 全小学校９校

内容

　各学校において共通実践「我が校は〇〇（取組内容・方法）で△△（高めようとする力・態度）を学力保障する」に取り組み、真摯
に学ぶ機会、一人ひとりに応じた学びの機会を保障します。
　コミュニケーション力・論理的思考力・学びに向かう力・人間性などの「非認知能力」育成を重視し、「学び手としての自覚」を育て
ます。

　資料№７

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

確かな学力を育む

基礎学力の向上

　２．具体施策の概要

「自覚して学ぶ」姿の育成

7
18 



　 　
所管課

基本的方向 1

政　策 2

施　策 1

具体施策

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

内容

　各学校において共通実践「我が校は〇〇（取組内容・方法）で△△（高めようとする力・態度）を学力保障する」に
取り組み、真摯に学ぶ機会、一人ひとりに応じた学びの機会を保障します。
　コミュニケーション力・論理的思考力・学びに向かう力・人間性などの「非認知能力」育成を重視し、「学び手として
の自覚」を育てます。

　資料№８

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

確かな学力を育む

基礎学力の向上

　２．具体施策の概要

「自覚して学ぶ」姿の育成

実績値（令和２年度）
全小学校９校
全中学校４校

「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現

内容

　「湖南市学力向上プロジェクト」において「授業改善（授業の湖南市スタイルの定着化）」、「読書活動」、「家庭学習
の充実」を推進するとともに、結果として「子どもの夢と志を育て、『生きる力の根っこ』を太くする」ための土台となる
自尊感情の向上に取り組みます。
　「楽しくて力のつく湖南市教育」の実現のために、中学校区連携を進める中で学習方法の連続性や共通実践など
保幼小中が連携した効果的な指導方法の工夫改善に努めます。
　「学力向上ワーキンググループ」は市内小中学校教員が主体的にメンバーとなり、「授業の湖南市スタイル」、「授
業のポイント５」を活かした具体的な授業提案を行い、学力向上委員会のメンバーとともに授業改善の推進役を担い
ます。
　また、継続的な朝の読書活動などを通じて読書の習慣化に努めるとともに、学校図書館とその機能、および学校
司書を活用した授業を積極的に推進します。

語彙の量と言語の質を高める取組

内容
　「ことばの宝石箱」や「湖南市の小さな詩人たち事業」の取組を積極的に活用し、語彙を増やし、言葉に対する豊か
な感性を磨くよう努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 「湖南市の小さな詩人たち事業」の作品作りに取り組んだ学校数

実績値（平成30年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和３年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和４年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和６年度） 継続

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　６月に作品の募集要項を、市内小中学校に配付し、作品募集を行いました。
11月16日に二次選考会、11月20日に最終選考会の開催を予定しています。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　二次選考会と最終選考会を実施し、今年度の優秀作品を選びました。作品作りを
通して、新しいことばに出会い、楽しむことができました。また、友達と作品を交流す
ることで、自分だけでは思いつかなかった新しい発想を得たという報告を受けてい
ます。
　今年度の優秀作品集と第11回から第15回までの優秀作品５年集を作成し、学校
に配付しました。子どもたちが次年度の作品づくりの参考にしてくれることを期待し
ています。
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所管課

基本的方向 1

政　策 2

施　策 2

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

内容

　子ども一人ひとりの健康や成長、発達の過程などを就学先の小学校との間で共有し、幼児期から就学期における子
どもの育ちの連続性を確保することで、さらなる連携を図ります。また、入学した児童が、幼児期の教育における遊び
や生活を通した学びと育ちを基礎として、学びに向かうことが可能となるようにするためのスタートカリキュラムの充実
を図ります。

　資料№９

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

確かな学力を育む

育ちと学びをつなぐ教育の推進

　２．具体施策の概要

園・小学校との連携

小・中学校の連携

内容
　各中学校区で授業参観や連絡会などの開催、出前授業や合同授業などを通して、情報交換や交流を行い、子ども
の連続した育ちと学びを支援できるよう、さらなる連携を図ります。

　３．数値目標

内容（指標） 小・中学校における相互授業参観・授業研究

実績値（平成30年度） ８回

実績値（令和２年度） ５回

実績値（令和３年度） ９回

実績値（令和４年度） 10回

数値目標（令和５年度） 17回

実績値（令和５年度） 17回

数値目標（令和６年度） 12回

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　「学力向上アドバイザー学校訪問兼生きぬく力の礎育み推進事業」において、１学期に全中学校区の
小中学校で相互参観の機会をもちました。２学期以降にも各中学校区で１回、中学校区連携を目的とし
た授業研究会を行う予定です。
　ことばの教室の園訪問、就学支援に係る園訪問等を実施し、園児の観察や支援についての助言を行
うなど、連携を図りました。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　「学力向上アドバイザー学校訪問兼生きぬく力の礎育み事業」において、年間１
回、各中学校区の小中学校で相互参観・研修の機会を持つことができました。ま
た、人権教育授業研究会においても園、小中学校での参観を実施しています。
　「学びに向かう力推進事業」の取組をもとに、園から小学校、小学校から中学校
へと中学校区でのスムーズな引継ぎや実践の移行ができるよう、特別支援教育
コーディネーター会議で協議の場を設けました。
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所管課

基本的方向 1

政　策 2

施　策 3

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　１．評価項目

　資料№１０

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

実績値（令和２年度）
全小学校６校
全中学校４校

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

確かな学力を育む

家庭学習支援システムの構築

　２．具体施策の概要

家庭学習支援システムの構築

内容

　子どもの将来が生まれ育った環境によって左右されることがないよう、国よりも先取的な「湖南市発達支援システム」を
参考に、教育委員会部局・市長部局・関係機関が有機的に関連しあう、「湖南市家庭学習支援システム」を構築し推進し
ます。
　教育委員会が「家庭学習支援システム」の窓口として対象者を把握し、子どもたちの家庭学習支援に積極的に関わりま
す。

　３．数値目標

内容（指標） らくらく勉強会の実施

実績値（平成30年度） 未実施

実績値（令和３年度）
全小学校７校
全中学校４校

実績値（令和４年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和６年度）
全小学校９校
全中学校４校

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　今年度も市内すべての小中学校にて、らくらく勉強会を開始しています。開始時期については、５月：小学
校５校、６月：小学校４校、中学校３校、７月：中学校１校です。年度の早い時期から体制を整え、開催をす
る学校が増えてきています。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　今年度も、市内すべての小中学校にて、らくらく勉強会を実施することができたこ
とが、大きな成果であると考えています。今年度の実施回数は、１月末現在で、実
施回数は、延べ542回、参加人数は延べ7,829人であり、２月も、多くの小中学校で
実施しています。来年度も、地域の方々のあたたかい支援を受けながら、児童生
徒の家庭学習の習慣化や、放課後の居場所づくりのために、すべての小中学校
で取組を実施していきます。
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所管課

基本的方向 1

政　策 3

施　策 2

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

湖南市人権教育ネット推進事業の推進

実績値（令和３年度） 各６回

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

豊かな心を育む

多様性を認め合う教育の推進

　２．具体施策の概要

内容

　　一人ひとりの子どもを中心とした、就学前から高校卒業までの連携した取組のなかで、人権を大切にする子
どもを育成するとともに、学校、園、家庭、地域、関係機関が連携した取組を通じて、進路保障の実現をめざしま
す。
　また女性、子ども、高齢者、障がいのある人、外国人、性の多様性などの人権に関わる課題の解決に向け、命
と人権を大切にする教育を推進します。

　資料№１２

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

数値目標（令和６年度）

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　一人ひとりの子どもを中心とした、就学前から高校卒業までの連携した取組のなかで、人権を大
切にする子どもを育成するとともに、学校、園、家庭、地域、関係機関が連携した取組を通じて、進
路保障の実現をめざします。
　また女性、子ども、高齢者、障がいのある人、外国人、性の多様性などの人権に関わる課題の
解決に向け、命と人権を大切にする教育を推進します。中学校区ごとの主任などが集まる連絡会
議は、実施計画通りに進んでいます。（現在３回実施）

実績値（令和４年度）

実施内容（最終実績）

　各学区６回開催しました。昨年度同様、各校区、コロナ禍前の形で実施できまし
た。校区の課題や、児童生徒に関する情報共有等の時間も取ることができ有効な
会議となっています。コロナ禍を経て、各校園ともに、連携、異校種間の交流や情
報共有の重要性を実感しているところです。来年度も会議開催にとらわれず取組
や連携の推進を進めていきます。

各６回

数値目標（令和５年度） 各６回

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

湖南市学校・園人権教育基底プランの実施

内容

　人権教育基底プランに基づく保育・授業の実践を通して、発達段階に応じた系統的な人権保育・教育に取り組
みます。
　また、昨年度末改訂した基底プランが、現状の人権課題に沿ったものとして、人権保育・教育が推進できるよ
う、授業研究会や研修会の場を活用しながら、内容の理解、周知を行います。

　３．数値目標

内容（指標） 中学校区ごとの主任など連絡会議の開催回数

実績値（平成30年度） 各９回

実績値（令和２年度） 各６回

継続

実績値（令和５年度） 各６回

11
22 



　 　
所管課

基本的方向 1

政　策 3

施　策 2

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

内容

　一人ひとりの子どもを中心とした、就学前から高校卒業までの連携した取組のなかで、人権を大切にする子ど
もを育成するとともに、学校、園、家庭、地域、関係機関が連携した取組を通じて、進路保障の実現をめざしま
す。
　また女性、子ども、高齢者、障がいのある人、外国人、性の多様性などの人権に関わる課題の解決に向け、命
と人権を大切にする教育を推進します。

　資料№１３

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

豊かな心を育む

多様性を認め合う教育の推進

　２．具体施策の概要

湖南市人権教育ネット推進事業の推進

湖南市学校・園人権教育基底プランの実施

内容

　人権教育基底プランに基づく保育・授業の実践を通して、発達段階に応じた系統的な人権保育・教育に取り組
みます。
　また、昨年度改訂した基底プランに基づき、各校園が現状の人権課題に沿った人権保育・教育を行えるよう周
知し、教職員、保育士等の研修の場を設定します。

　３．数値目標

内容（指標） 人権教育基底プランに基づく保育・授業研究会の実施

実績値（平成30年度）
公立保育園・こども園　２年に１回
各校　年１回

実績値（令和２年度） 全ての小中学校と公立こども園１園、県立学校２校が実施

実績値（令和３年度） 全ての小中学校と公立こども園１園、県立学校２校が実施

実績値（令和４年度） 全ての小中学校と公立こども園１園、県立学校２校が実施

数値目標（令和５年度） 全ての小中学校と公立こども園１園、県立学校２校が実施

実績値（令和５年度） 全ての小中学校と公立こども園１園、県立学校３校が実施

数値目標（令和６年度）
公立保育園・こども園　４年に１回
各校　年１回

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　今年度は、各校年１回の実施をベースにしながら、中学校区ごとの校区連携人権同和教育授業
研究会を行う計画を立てています。市内全体で、教職員、保育士が授業を見合う、学び合う機会を
増やすことをねらいとしています。現時点では、２校（甲西高等学校、下田こども園）が実施済みで
す。今後、11・12月をピークに、各校での取組が進められる予定となっています。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　全ての小中学校と公立こども園１園、県立学校３校が実施しました。 昨年度よ
り、多くの学校で校内外教職員の参加人数が増え、研究会で意見交流も活発にな
り人権・同和教育への理解が改めて深まりました。校区連携人授研（複数学年公
開）を実施することで、特別の教科道徳、社会科、総合的な学習の時間だけでな
く、人権教育は学校教育活動全般の中で推進するものであるという意識がより高
まりました。今後も人権教育基底プランに基づき、教職員の人権意識の向上につ
ながる事業を推進していきます。
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所管課

基本的方向 1

政　策 3

施　策 3

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（令和３年度）
小学校 48.8冊
中学校  6.0冊

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　授業での図書の活用が増えたことで、１人あたりの貸出冊数が大きく伸びました。
小学校の国語科では、教材での学びと並行して、著者の他の作品を読む並行読書
が積極的に行われています。
　学校司書や図書委員、図書ボランティアなど、たくさんの人の力で学校図書館が
運営されており、行きたくなる図書館づくりや本の紹介がなされています。

実績値（令和４年度）
小学校 　37.1冊
中学校　5.9冊

数値目標（令和５年度）
小学校 31.0冊
中学校  6.0冊

実績値（令和５年度）
＜令和５年度末（３学期分見込）＞
小学校総貸出冊数　165,436冊（一人あたり 54.9冊)
中学校総貸出冊数　 17,904冊（一人あたり 12.3冊）

数値目標（令和６年度）
小学校 31.0冊
中学校  6.0冊

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　図書委員や学校司書等によるイベント等により、学校図書館に足を運ぶ児童生徒が増えています。一
方で、新型コロナウイルス感染症の感染拡大対策が緩和されたことにより、外遊びに行く児童生徒が増
える等、これまで学校図書館に足を運んでいた児童生徒が来なくなっている状況があります。
＜１学期末現在＞
小学校総貸出冊数　73,828冊（一人あたり 24.6冊)
中学校総貸出冊数　  6,619冊（一人あたり 4.6冊）

　５．所管課評価(最終)　

実績値（令和２年度）
小学校 38.6冊
中学校  5.2冊

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

豊かな心を育む

読書活動の推進

　２．具体施策の概要

「湖南市読書の魅力種まきプラン」に基づく読書活動の推進

内容

　子どもが読書意欲を高め、読書習慣を身につけることができるよう、乳幼児から発達段階に応じて読書の楽しさを実
感できるようにするとともに、いつでも本に親しむことができる読書環境の充実に向けて、子どもと本をつなぐ大人への
啓発や人材育成、子どもが本や物語に出会う機会の提供や本を活用した学びの機会の充実といったさまざまな取組
を、関係機関が連携し市民の協力を得ながら、令和２年３月に改定された「湖南市読書の魅力種まきプラン」に基づ
き、計画的・組織的に推進します。
　図書館では、子どもの成長に資する児童図書の収集と提供を行いながら、おはなし会や人形劇、ブックトークなど、
本に親しむ機会づくりに努めるとともに、幼児向けの読み聞かせ用図書の貸出を行います。また、母子保健担当部局
と連携して、ブックスタート事業※を支援するとともに、乳幼児健診などの機会を活用した幼児期からの「はじめての
本」との出会い、親子のふれあい、図書館の児童奉仕活動への誘引、啓発などを進めます。また、子どもの読書活動
を推進する司書のスキルアップを図ります。
　学校図書館では、研究的に取り組んできた成果をふまえながら、学校司書および学校図書館支援センターの役割を
明確にし、子どもたちの読書活動を一層推進します。また、学習センター・情報センターとしての機能のさらなる充実を
進めます。
読み聞かせや蔵書整理など、学校司書の資質向上を図るための研修機会を確保していきます。さらに、学校全体で読
書活動が推進できるよう、管理職および司書教諭を核とする充実した図書館教育を授業において進めます。

　３．数値目標

内容（指標） 学校図書館の児童生徒一人あたりの年間貸出冊数

実績値（平成30年度）
小学校 30.5冊
中学校  5.1冊

　１．評価項目

　資料№１４

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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　１．評価項目

　資料№１５

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育支援課・図書館・学校教育課

実績値（令和２年度） 13.1冊

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

豊かな心を育む

読書活動の推進

　２．具体施策の概要

「湖南市読書の魅力種まきプラン」に基づく読書活動の推進

内容

　子どもが読書意欲を高め、読書習慣を身につけることができるよう、乳幼児から発達段階に応じて読書の楽し
さを実感できるようにするとともに、いつでも本に親しむことができる読書環境の充実に向けて、子どもと本をつ
なぐ大人への啓発や人材育成、子どもが本や物語に出会う機会の提供や本を活用した学びの機会の充実と
いったさまざまな取組を、関係機関が連携し市民の協力を得ながら、令和２年３月に改定された「湖南市読書の
魅力種まきプラン」に基づき、計画的・組織的に推進します。
　図書館では、子どもの成長に資する児童図書の収集と提供を行いながら、本に親しむ機会づくりに努めるとと
もに、幼児向けの読み聞かせ用図書の貸出を行います。また、母子保健担当部局と連携して、ブックスタート事
業※を実施するとともに、幼児期からの「はじめての本」との出会い、親子のふれあい、図書館の児童奉仕活動
への誘引、啓発などを進めます。また、子どもの読書活動を推進する司書のスキルアップを図ります。
　学校図書館では、研究的に取り組んできた成果をふまえながら、学校司書および学校図書館支援センターの
役割を明確にし、子どもたちの読書活動を一層推進します。また、学習センター・情報センターとしての機能のさ
らなる充実を進めます。
　読み聞かせや蔵書整理など、学校司書の資質向上を図るための研修機会を確保していきます。さらに、学校
全体で読書活動が推進できるよう、管理職および司書教諭を核とする充実した図書館教育を授業において進め
ます。

　３．数値目標

内容（指標） 市立図書館の児童図書の12才以下の子ども一人あたりの年間貸出冊数

実績値（平成30年度） 11.7冊

実績値（令和３年度） 16.1冊

実績値（令和５年度） 14.8冊

実績値（令和４年度） 15.1冊

数値目標（令和５年度） 16.1冊

数値目標（令和６年度） 16.1冊

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

7.8冊（令和５年４月～９月の見込み）
　今年度においては新型コロナウイルス感染症が5類となりましたが、まだまだその影響が残って
おり、児童書の貸出冊数については十分に回復するまでには至らず、昨年度の上半期と比して減
少となりました。下半期はこれまで制約の中で実施してきたおはなし会の開催をより充実すること
や、非来館型のサービスとして、保育園、こども園、幼稚園等への移動図書館車の巡回を昨年度
に引き続き実施し、子どもの読書推進を図ります。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

14.8冊（令和５年度末）
　今年度においては新型コロナウイルス感染症が５類となり、９月から貸出上限冊
数を臨時措置の30冊から規則通りの15冊に戻しました。そのこともあり、平成30年
度からは増加しているものの、目標値には達成しない見込みです。お話し会の開
催回数も増やし、夏休みには小学生全員にブックリストを配付し、移動図書館車に
よる園への巡回を引き続き実施しました。１月からは広報こなんで絵本の紹介も
始めましたが、今後も広報等にも力を入れ、子どもの読書推進を図ります。
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　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

34回（令和５年度末）
　今年度について、甲西図書館においては４月から予約制で開催していましたが、
新型コロナウイルス感染症が５類となりましたので、６月からは予約制をやめて実
施するとともに、石部図書館においても同様に６月から実施しています。また、ボラ
ンティアグループによる開催についても甲西図書館においてのみ、奇数月に実施
していただいていますが、目標値には至りませんでした。

数値目標（令和６年度） 75回

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

15回（４月～９月の見込み）
　今年度について、甲西図書館においては４月から予約制で開催していましたが、新型コロナウイ
ルス感染症が５類となりましたので、６月からは予約制をやめて実施するとともに、石部図書館に
おいても同様に６月から実施しています。また、ボランティアグループによる開催についても奇数
月に実施していただいており、目標数値が達成できるよう徐々に回数を増やしていきます。

実績値（令和４年度） 16回

数値目標（令和５年度） 36回

実績値（令和５年度） 34回

実績値（平成30年度） 72回

実績値（令和２年度） 6回

実績値（令和３年度） ４回

「湖南市読書の魅力種まきプラン」に基づく読書活動の推進

内容

　子どもが読書意欲を高め、読書習慣を身につけることができるよう、乳幼児から発達段階に応じて読書の楽し
さを実感できるようにするとともに、いつでも本に親しむことができる読書環境の充実に向けて、子どもと本をつ
なぐ大人への啓発や人材育成、子どもが本や物語に出会う機会の提供や本を活用した学びの機会の充実と
いったさまざまな取組を、関係機関が連携し市民の協力を得ながら、令和２年３月に改定された「湖南市読書の
魅力種まきプラン」に基づき、計画的・組織的に推進します。
　図書館では、子どもの成長に資する児童図書の収集と提供を行いながら、本に親しむ機会づくりに努めるとと
もに、幼児向けの読み聞かせ用図書の貸出を行います。また、母子保健担当部局と連携して、ブックスタート事
業※を実施するとともに、幼児期からの「はじめての本」との出会い、親子のふれあい、図書館の児童奉仕活動
への誘引、啓発などを進めます。また、子どもの読書活動を推進する司書のスキルアップを図ります。
　学校図書館では、研究的に取り組んできた成果をふまえながら、学校司書および学校図書館支援センターの
役割を明確にし、子どもたちの読書活動を一層推進します。また、学習センター・情報センターとしての機能のさ
らなる充実を進めます。
　読み聞かせや蔵書整理など、学校司書の資質向上を図るための研修機会を確保していきます。さらに、学校
全体で読書活動が推進できるよう、管理職および司書教諭を核とする充実した図書館教育を授業において進め
ます。

　３．数値目標

内容（指標） おはなし会などの年間開催数

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

12

読書活動の推進

　２．具体施策の概要

　資料№１６

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育支援課・図書館・学校教育課
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所管課

基本的方向 1

政　策 4

施　策 1

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実施内容(進捗実績)

「立腰」を健康教育に位置付けて取り組みを推進しています。
　授業中に常時行うのでなく、教員が児童生徒に対してタイミングよく注意喚起しながら児童生徒
の集中力を持続させる工夫をしています。また、意識づけができるように立腰のイラストを教室に
掲示しています。
　教育委員会として「授業の湖南市スタイル０」（座る姿勢、書く姿勢、鉛筆の持ち方）の意識付け
を担任個人の指導力の差とすることなく、１３校すべての学校が取り組むように進めていきます。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）
　教育委員会として「授業の湖南市スタイル０」（座る姿勢、書く姿勢、鉛筆の持ち
方）の意識付けを進めることによって、担任個人の指導力の差とすることなく、13
校すべての学校が取り組みました。立腰を定着することができました。

実績値（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和６年度）
全小学校９校
全中学校４校

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和４年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和２年度）
全小学校９校
全中学校４校

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

健やかな体を育む

健康教育の推進

　２．具体施策の概要

立腰の取組

内容
　心身の健康の保持増進を図るために、立腰の必要な知識を習得し、健康・安全を適切に自主管理する態度
を育てます。子どもの時期から規則正しい生活を身につけることにより、病気から身体を守り、心身ともに健康
な体を養うとともに、学級のあらゆる場面で「立腰」の指導に取り組みます。

　３．数値目標

内容（指標） 授業や部活動などの活動時間を通して立腰指導を行う実施校数

実績値（平成30年度） ０校

　１．評価項目

　資料№１７

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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所管課

基本的方向 1

政　策 4

施　策 2

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（令和４年度）
男子44.8%
女子27.7%

数値目標（令和５年度）
男子48.0%
女子28.5%

実績値（令和５年度）
男子48.4％
女子26.2％

内容

　学力向上プロジェクトにおいて体育科の授業についても授業改善を行います。「授業のポイント５」、「授業の湖南市ス
タイル」を活用し、子どもが主体となる授業を展開します。
　また、始業前・中休み・昼休み・放課後・下校後など、教科外の時間において継続して運動遊びを行うことにより、子ど
もたちに運動遊びの習慣を身につけさせ、体力の向上を図ります。
　子どもを運動好きにすることをめざして、小学校における「健やかタイム」を推奨するなど、運動やスポーツを楽しみ、
心身ともに健康な子どもの育成に努めます。

　資料№１８

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

健やかな体を育む

子どもの体力向上への取組

　２．具体施策の概要

学校体育の充実

子どものスポーツ機会の充実

内容

　子どもの体力低下や運動・スポーツをする機会が減少する中、幼児期の運動においては遊びを通じて楽しみながら
様々な筋肉や神経を使って体を動かすことが、その後の青年期における運動能力に良い影響を与えます。幼児期の運
動や遊びを体験できる機会を充実させる取組に努めるとともに、生涯においての豊かなスポーツライフを実現するため
地域、スポーツ団体と連携し、健康づくりに努めます。
　また、湖南市ちょいスポクラブでは、複数の種目のスポーツが経験できる地域のスポーツクラブとして、子どもの運動
離れの解消に大きな役割を果たしており、継続して加入促進に取り組みます。

　３．数値目標

内容（指標） 小学生の一週間の運動スポーツ実施時間が420分以上の割合（授業を除く）

実績値（平成30年度）
男子51.6％
女子26.9％

実績値（令和２年度） 令和元年度結果：男子48.9％、女子30.7％。令和２年度結果は次年度（令和３年度）に発表されます。

実績値（令和３年度）
男子45.9%
女子26.1%

数値目標（令和６年度）
男子53.2%
女子28.8%

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　滋賀県教育委員会が行っているチャレンジランキングに積極的に参加し、運動遊びの習慣を身につけよ
うとしています。
　小学校における「健やかタイム」（10分間運動）を９校が実施できるように取り組んでいきます。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　男子はコロナ後において着実に運動時間が伸びていますが、女子についてはコ
ロナ渦と同様の数値まで落ち込みました。各校においての体育科の学習と日常の
運動（遊び）との結びつけができる取組をさらに推進していきます。「健やかタイ
ム」については各校の実情に合わせながら９校において取り組むことができまし
た。

17
28 



　 　
所管課

基本的方向 1

政　策 4

施　策 3

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　令和６年度の実施に向けて、こども子育て応援課と協議をした。現在、園で５歳児がフッ化物洗
口を実施していることから、小学１年生の対し、卒園してからも途切れなく実施していきたいと方
向性を打ち出した。　　　　小学校では、希望の家庭に、１回使い切りのポーションタイプの洗口液
を配布し、週１回程度の家庭での実施を検討していきたい。

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　令和６年２月１日に湖南市フッ化物洗口推進会議が開催され、学校教育課長・
代表小中学校長が委員として出席しました。保護者のニーズアンケートや教職員
の働き方、園での取組等から実施方法が検討され、令和６年度からの実施方法
が決まりました。小学１年生に対し、希望される家庭に、１回使い切りのポーショ
ンタイプの洗口液を配布し、週１回程度の家庭での実施となりました。担当課が、
各校を訪問し、管理職への説明を実施しました。令和６年６～７月頃からの実施
となります。

　５．所管課評価(最終)　

実績値（平成30年度） ０校

実績値（令和２年度） ０校（フッ化物洗口の実施）

数値目標（令和６年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和５年度） ０校（フッ化物洗口の実施）

実績値（令和３年度） ０校（フッ化物洗口の実施）

実績値（令和４年度） ０校（フッ化物洗口の実施）

数値目標（令和５年度） ０校（フッ化物洗口の実施）

　３．数値目標

内容（指標） ブラッシング指導による歯磨きの習慣化とともに、小中学生へのフッ化物洗口の取組

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

健やかな体を育む

学校保健の充実

　２．具体施策の概要

学校における保健衛生の充実

内容

　子どもの生活習慣の改善、向上を図るためには、正しい知識や望ましい生活リズムを身につけさせることが
必要であり、家庭や地域と連携した取組を進めます。
　また、アレルギー疾患、喫煙、薬物乱用などに関する課題や、いじめ・不登校などのメンタルヘルスの課題に
対応するため、関係各課との連携を図り、保健衛生の充実を図ります。

　１．評価項目

　資料№１９

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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所管課

基本的方向 1

政　策 4

施　策 4

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　５．所管課評価(最終)　

　各校で日々の食指導や、「保健だより」等による保護者啓発を行っています。朝食摂取状況調査
（６月）では、毎日朝食を食べる児童生徒の割合が、小学校５年では、昨年度87.9%でしたが、今年
度は75.2%、中学校２年では、昨年度80.3%でしたが、今年度77.5%となりました。昨年度が非常に高
い値であったとは言え、中学校では平年並みの値、小学校ではここ数年の中では非常に厳しい値
となっています。
　栄養教諭や学校栄養士による食育だけでなく、摂取率は家庭的な背景が影響することが多いた
め、園・学校と家庭が連携を図りながら望ましい食習慣の形成を支援していきます。

実績値（令和５年度）
小学校72％
中学校77.5％

実績値（令和４年度）
小学校５年87.9％
中学校２年80.3％

数値目標（令和５年度）
小学校５年88％
中学校２年83％

実績値（令和３年度）
小学校82.3%
中学校77.8%

実施内容（最終実績）
　昨年度に比べて、小学校・中学校ともに大きく値を下げることになりました。学校
での食育はもちろんですが、朝食の摂取率は家庭の影響が大きいため、家庭との
連携をどのように図っていくのかを考え、さらなる推進をしていきます。

数値目標（令和６年度）
小学校5年86％
中学校2年86％

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実績値（令和２年度）

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

健やかな体を育む

食育の推進

　２．具体施策の概要

学校における食育の推進

内容

　望ましい食習慣の形成には幼少期からの規則正しい食生活が重要です。しかしライフスタイルの多様化によ
り、家庭だけで望ましい食習慣を身につけることは困難となっています。
　家庭の次に多くの時間を過ごす保育園、幼稚園、認定こども園、小中学校での食育を充実させ、家庭・地域と
の連携を図りながら、地産地消を取り入れた給食の提供や偏食の減少などの推進に力を入れ、望ましい食習慣
の形成を支援していきます。
　また、教材を用いた食育指導や栄養教諭・学校栄養士・調理師などによる食育授業を充実させ、児童生徒が給
食の献立作成をする体験や食について学ぶ機会を増やしていきます。

　３．数値目標

内容（指標） 毎日朝食を食べる児童生徒の割合

実績値（平成30年度）
小学校5年83.5％
中学校2年84.8％

小学校５年83.4%
中学校２年72.3%

　１．評価項目

　資料№２０

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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所管課

基本的方向 1

政　策 4

施　策 4

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　１．評価項目

　資料№２１

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

実績値（令和２年度） ０校（新型コロナウイルス感染症対策のため、ふれあい食育教室中止）

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

健やかな体を育む

食育の推進

　２．具体施策の概要

学校における食育の推進

内容

　望ましい食習慣の形成には幼少期からの規則正しい食生活が重要です。しかしライフスタイルの多様化によ
り、家庭だけで望ましい食習慣を身につけることは困難となっています。
　家庭の次に多くの時間を過ごす保育園、幼稚園、認定こども園、小中学校での食育を充実させ、家庭・地域と
の連携を図りながら、地産地消を取り入れた給食の提供や偏食の減少などの推進に力を入れ、望ましい食習慣
の形成を支援していきます。
　また、教材を用いた食育指導や栄養教諭・学校栄養士・調理師などによる食育授業を充実させ、児童生徒が
給食の献立作成をする体験や食について学ぶ機会を増やしていきます。

　３．数値目標

内容（指標） ふれあい食育教室の実施

実績値（平成30年度） ９校

実績値（令和３年度） ９校

実績値（令和４年度） ９校

数値目標（令和５年度） ９校

実績値（令和５年度） 10校

数値目標（令和６年度） 13校

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　栄養教諭による食に関する指導は、市内小学校１・３・６年を対象に計画し、９校全ての小学校
において順調に実施されています。
　また、昨年度は実施されていなかった中学校においても、栄養教諭を中心に１校は実施予定で
す。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　栄養教諭による食に関する指導は、市内小学校１・３・６年生を対象に計画し、９
校全ての小学校において順調に実施することができました。
　また、昨年度は実施されていなかった中学校においても、栄養教諭を中心に１校
実施することができ、今後はさらに拡充していきます。
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政　策 5

施　策 1

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

湖南市ことばの教室の運営

内容

　各中学校区に「ことばの教室」を設置しており、アセスメントに基づいた個別の指導を実施します。
また、一人ひとりの教育的ニーズを受け止めることができるよう、各中学校区に設置されている通級指導教室において
も、通級指導と相談支援の充実を図ります。
　湖南市発達支援ITネットワークを活用し、指導記録を蓄積するとともに、園・学校訪問による、関係機関と校園との連
携強化に努めます。加えて、市内の保育・教育関係者を対象として研修会を開催し、市内全体の特別支援教育の質の
向上を図ります。
　市内小学１・２年生に読み書きチェックを実施し、その結果や支援についての情報を各小学校に提供することで、読み
書きの力を高める取組を進めます。

実施内容(進捗実績)

　夏休みに市内全小中学校において、個別の指導計画・個別の教育支援計画の作成に関わる研修を行
いました。各学校、保護者の了承を得て、保護者、本人、関係機関と連携しながら作成を始めています。
11月には、通級指導教室と学校による懇談において、具体的な内容について話し合いが行われる予定で
す。市教委への提出は年度末です。

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

数値目標（令和６年度） 100.0%

　３．数値目標

内容（指標） 通級指導教室通級生の「個別の教育支援計画（新様式）」作成率

数値目標（令和５年度）

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

内容

　合理的配慮の決定・合意形成のためにアセスメントの充実を図り、インクルーシブ教育システムの構築に向けて基礎
的環境の整備に努めます。巡回相談を活用し、個に応じた適切な就学支援を進めるとともに、巡回相談担当者会議や
湖南市専門家チーム会議※で、より専門的な立場からの検討や医療的な助言を得られるようにします。
　子どもたち一人ひとりの特性や障がいの状況・程度などを的確にとらえた「個別の指導計画」を作成し、その能力を最
大限に伸ばすよう努めます。
また、「湖南市発達支援システム」を活用しながら関係機関と連携し、子どもが自立し社会参加できる力を一層高めま
す。
　保護者・本人との合意形成を図りながら合理的配慮を提供できるよう、保護者への個別の指導計画の提供を行い、活
用を図ります。
　子どもの教育的ニーズに最も応えられる学びの場を検討する、就学支援委員会の取組を継続して行います。
また、通常の学級・特別支援学級における支援のあり方を視点とする授業改善を推進し、一人ひとりの学力の向上に努
めます。

通級指導教室通級生（小学校6年生）の「個別の教育支援計画（新様式）」作成率100％

実施内容（最終実績）

　11月、通級指導教室と学校による懇談において、具体的な内容について話し合
いを行い、内容の検討を深めました。保護者への懇談等も各校で計画的に行って
います。完成した計画は、中学校高校間の引継ぎについては、３月22日に甲賀地
域の引継ぎ会を行います。小中学校の学校教育課への提出は３月25日です。

　５．所管課評価(最終)　

実績値（平成30年度） 令和２年度より実施

実績値（令和２年度）

実績値（令和５年度） 通級指導教室通級生（全学年）の「個別の教育支援計画（新様式）」作成率100％

実績値（令和３年度）
通級指導教室通級生（小学校6年生と今年度通級終了予定児童・生徒）の「個別の教育支援計画（新様
式）」作成率100％

実績値（令和４年度） 通級指導教室通級生（全学年）の「個別の教育支援計画（新様式）」作成率100％

通級指導教室通級生（全学年）の「個別の教育支援計画（新様式）」作成率100％

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

一人ひとりが大切にされる教育・支援

特別支援教育の推進

　２．具体施策の概要

インクルーシブ教育を実現するための特別支援教育体制整備

　１．評価項目

　資料№２２

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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所管課

基本的方向 1

政　策 5

施　策 2

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　不登校の早期発見や早期対策を目的として、毎月の巡回相談担当者会議での資料をSSWと共有し
ています。情報共有することで、関係機関との連携や迅速な対応につながりました。また、定期的な
SSWだよりの発行により、学校への啓発にも努めることができました。ふれあい相談室との連携も、
機を逃さずに速やかに行えるようにしています。

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　不登校数の減少に向けた取組として、月に１回巡回担当者会議を開催し、関係
機関が連携し、迅速かつ丁寧な対応をすることができました。年度後半はSSWか
らの報告も取り入れ、会議への参加も依頼して情報共有することができました。こ
れにより、関係機関につながっていない児童生徒の把握が以前より的確なものに
なりました。

　５．所管課評価(最終)　

実績値（平成30年度）
小学校６校
全中学校４校

実績値（令和２年度）

数値目標（令和６年度）
全小学校９校
全中学校４校

スクールソーシャルワーカー　小学校９校　中学校４校
スクールカウンセラー　小学校９校　中学校４校

実績値（令和５年度）
スクールソーシャルワーカー　小学校９校　中学校４校
スクールカウンセラー　小学校９校　中学校４校

実績値（令和３年度）
スクールソーシャルワーカー　小学校９校　中学校４校
スクールカウンセラー　小学校９校　中学校４校

実績値（令和４年度）
スクールソーシャルワーカー　小学校９校　中学校４校
スクールカウンセラー　小学校９校　中学校４校

スクールソーシャルワーカー　小学校９校　中学校４校
スクールカウンセラー　小学校９校　中学校４校

数値目標（令和５年度）

さまざまな今日的教育課題への対応

内容
　不登校数の減少に向けた取組として、市の巡回相談システムなどを利用し、迅速かつ丁寧な対応をしていきま
す。ケースによっては「ふれあい教育相談室」での指導を依頼し、教室復帰に向けた取組を行っていきます。

　３．数値目標

内容（指標） スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーの配置

内容

　「湖南市いじめ問題対策連絡協議会等条例」および「湖南市いじめ防止対策基本方針」に基づき、いじめの未然
防止・早期発見・早期対応に取り組みます。
　いじめや命の大切さについて考える取組「湖南市いじめをなくそうサミット※」は、保護者の参加を得て充実してき
ています。各校で児童生徒が主体となった特色ある活動を展開することにより、一人ひとりが「いじめはいけない」と
認識し、進んで行動しようとする決意をもった児童生徒を育てます。
　また、自尊感情の向上のために「地域の行事への積極的な参加」を呼びかけ、地域とともに子どもを育てる取組
を進めていきます。今後は、各学校で子どもたち自身が命の大切さを自覚し、青春祭(あおはるさい) ※などの場を
活用したり地域にも発信したりすることを通して、いじめをなくすための行動を起こせるよう取組を工夫します。

　資料№２３

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

一人ひとりが大切にされる教育・支援

児童生徒への支援・相談体制の充実

　２．具体施策の概要

いじめの未然防止・早期発見・早期対応
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所管課

基本的方向 1

政　策 5

施　策 2

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（平成30年度）
小学校65.3%
中学校83.4%

実績値（令和２年度）
小学校90.0%
中学校85.2%

内容

　「湖南市いじめ問題対策連絡協議会等条例」および「湖南市いじめ防止対策基本方針」に基づき、いじめの未然
防止・早期発見・早期対応に取り組みます。
　いじめをなくす取組は各校で工夫して行い、児童生徒が主体となった特色ある活動を展開することにより、一人
ひとりが「いじめはいけない」と認識し、進んで行動しようとする決意をもった児童生徒を育てます。
　また、自尊感情の向上のために「地域の行事への積極的な参加」を呼びかけ、地域とともに子どもを育てる取組
を進めていきます。今後は、各学校で子どもたち自身が命の大切さを自覚し、青春祭(あおはるさい) ※などの場
を活用したり地域にも発信したりすることを通して、いじめをなくすための行動を起こせるよう取組を工夫します。

内容（指標） 不登校児童生徒の関係機関との連携率

さまざまな今日的教育課題への対応

内容
　不登校数の減少に向けた取組として、市の巡回相談システムなどを利用し、迅速かつ丁寧な対応をしていきま
す。ケースによっては「ふれあい教育相談室」での指導を依頼し、教室復帰に向けた取組を行っていきます。

　３．数値目標

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

一人ひとりが大切にされる教育・支援

児童生徒への支援・相談体制の充実

　２．具体施策の概要

いじめの未然防止・早期発見・早期対応

　１．評価項目

　資料№２４

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

数値目標（令和６年度） 小・中学校85％以上

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　７月末時点での連携率は、小学校84.6％、中学校75.8％でした。数値には大きく表れていません
が、今年度中学校通級指導教室が新設されたことで、中学生と機関との連携が今までよりもスムー
ズに行われています。今後は、関係機関につながっていない児童生徒へのアプローチについて、
巡回相談担当者を中心に学校と連携していきたいと考えています。

実績値（令和５年度）
小学校71.4%
中学校79.6%

実績値（令和３年度）
小学校90.6%
中学校77.8%

実績値（令和４年度）
小学校81.8%
中学校70.4%

数値目標（令和５年度）
小学校83.0%
中学校80.0%

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　３月末時点での連携率は、小学校71.4％、中学校79.6％でした。目標値には到達
しませんでしたが、近年低迷していた中学校の連携率が上がったことは、今年度中
学校通級指導教室が新設されたことによる影響と考えられます。小学校全体の数
値が下がったことについては、学校ごとの連携率を出し、原因や傾向を探りました。
今後も個に応じた対応と環境整備に重点的に取り組みます。
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所管課

基本的方向 1

政　策 6

施　策 1

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　市内の全園と全小学校との間で、支援を必要とする子どもに関する情報共有や
引継ぎを行うことができました。校区ごとに協議をすることで、日々の指導や支援
に活かすことができました。次年度も幼児期から就学期における子どもの育ちの
連続性を確保し、さらなる連携を図ります。また、県に新設される幼児期教育セン
ター事業も積極的に活用したいと考えています。

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　９月に行った就学支援委員会にむけ、支援を必要とする児童・生徒について保幼少中の教職員が集
まり、意見を交換したり、日々の連携をすることができました。その中で出てきた課題も含めて３学期に
研修会を行う予定をしています。

実績値（平成30年度） ０人

実績値（令和２年度）

数値目標（令和６年度） 26人

０人（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予定していた保幼小連携教育研修会は開催なし）

実績値（令和５年度） 25人

実績値（令和３年度）
３０人（新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催中止　県事業「学びに向かう力推進事業」公
開研修会に代える）

実績値（令和４年度） 60人（県事業「学びに向かう力推進事業」公開研修会）

数値目標（令和５年度） 20人

乳幼児向け図書の充実

内容
　図書館ではそれぞれの年齢の児童に向けた幅広い分野の資料を収集、整理、提供しています。また、母子保健担
当部局が行っているブックスタート事業に協力し、４か月児健診時に保護者に対して本の大切さを伝えるとともに、誰
もが本に触れることができる環境づくりに努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 保幼小連携教育研修会の参加者数

内容

　子ども一人ひとりの健康や成長、発達の過程などを就学先の小学校との間で共有し、幼児期から就学期における子
どもの育ちの連続性を確保していき、さらなる連携を図ります。また、入学した児童が、幼児期の教育における遊びや
生活を通した学びと育ちを基礎として、学びに向かうことが可能となるようにするためのスタートカリキュラムの充実を
図ります。

　資料№２５

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

就学前教育の充実

一人ひとりの育ちに応じた幼児教育の推進

　２．具体施策の概要

園・小学校との連携（再掲）
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所管課

基本的方向 1

政　策 6

施　策 1

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

内容

　子ども一人ひとりの健康や成長、発達の過程などを就学先の小学校との間で共有し、幼児期から就学期にお
ける子どもの育ちの連続性を確保していき、さらなる連携を図ります。また、入学した児童が、幼児期の教育に
おける遊びや生活を通した学びと育ちを基礎として、学びに向かうことが可能となるようにするためのスタートカ
リキュラムの充実を図ります。

　資料№２６

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

図書館

　１．評価項目

子どもたちに「自尊感情」を醸成する

就学前教育の充実

一人ひとりの育ちに応じた幼児教育の推進

　２．具体施策の概要

園・小学校との連携（再掲）

乳幼児向け図書の充実

内容
　図書館ではそれぞれの年齢の児童に向けた幅広い分野の資料を収集、整理、提供しています。また、母子保
健担当部局と協力の元、ブックスタート事業を実施し、４か月児健診のタイミングで保護者に対して本の大切さ
を伝えるとともに、誰もが本に触れることができる環境づくりに努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 乳幼児向け絵本コーナーの設置

実績値（平成30年度） ２館に「はじめてであう絵本」コーナーの設置

実績値（令和２年度） 継続

実績値（令和３年度） 継続

　５．所管課評価(最終)　

実績値（令和５年度） 継続

数値目標（令和６年度） 継続

実績値（令和４年度） 継続

数値目標（令和５年度） 継続

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　図書館での乳幼児向け絵本コーナーを常設しつつ、保護者への利用案内、乳
幼児と保護者向けおはなし会を継続的に開催するとともに、保健センターで実施
されている乳幼児の４ヶ月健診時にブックスタート事業を実施し、多くの人に本の
手渡しや各種の図書館サービスの説明を行うことができました。

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　新型コロナウイルス感染症下で、今年度においても図書館で本の手渡し、保護者への説明、お
はなし会の案内などを行っていましたが、新型コロナウイルス感染症が５類になりましたことか
ら、７月からは保健センターで実施されている乳幼児の４ヶ月健診時にブックスタート事業を実施
し、より多くの人に本の手渡しや各種の図書館サービスの説明を行うことができています。今後
はすべての対象者に本が届くように継続して事業を実施していきます。
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所管課

基本的方向 2

政　策 7

施　策 1

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　学校運営協議会の設置率は100％達成しており、すべての小中学校が「コミュニ
ティ・スクール」となっています。すべての学校運営協議会では年間４～５回の委
員会（理事会）が開催され、最終的には今年度の学校評価に基づき、校長の次年
度の学校経営方針について承認を行っています。次年度は、各協議会において
「学校運営協議会」の果たすべき役割について委員（理事）が共通理解を図り、熟
議の内容を充実させていくことが課題となっています。

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　学校運営協議会の設置率は令和５年度で52.3％でありますが、本市では令和３年度より100％
を達成し、全ての小・中学校がコミュニティ・スクールとなっています。各校には、地域住民や保護
者の代表として、10～14名の委員が市より委嘱されています。協議会の適切な運営のために
は、助言や情報提供が必要です。そのため市教育委員会からも行政委員として各協議会に1名
の委員がその任についています。各委員の研修や研鑚による資質の向上は喫緊の課題です。
各学校運営協議会は、年間４～５回開催し、そのねらいに応じた部会の活動を計画し、予定通り
実施しています。

実績値（平成30年度）

 
小学校７校
中学校３校

実績値（令和２年度） 市内全小中学校に設置（９小学校・４中学校）

数値目標（令和６年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和３年度）
全小学校９校
全中学校４校に設置完了

実績値（令和４年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

　３．数値目標

内容（指標） 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の充実による地域住民・保護者の学校教育への参画

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

学校・家庭・地域の連携と協力により教育力を高める

地域と共に歩む学校づくりの推進

　２．具体施策の概要

地域と共に歩む学校づくり

内容

　本市では、コミュニティ・スクールや地域学校協働本部を導入し、両者の連動性と違いを明確に周知や融合を
図りながら、家庭・地域の人々との協働と参画による学校づくりを進めています。
　今後も、学校・家庭・地域が一体となって学校運営協議会の設置の推進や子ども育ての課題の共有化を図り
ます。
　また、新学習指導要領に示された「地域に開かれた教育課程」の実現に向けて、地域との連携・協働を推進し
ます。

　１．評価項目

　資料№２７

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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政　策 7

施　策 1

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実施内容(進捗実績)

　国、県の補助事業である「地域学校協働活動推進事業」において市内小中学校に地域コーディ
ネーター（地域学校協働活動推進員）を配置し、地域と学校の連携・協働による教育力の向上を
図っています。地域から学校への教育支援活動が年々充実してきており、また学校の児童・生徒
たちが地域の活動に参加・参画していくことで地域の活性化に貢献することも期待されています。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　「地域学校協働活動推進事業」における各校の地域コーディネーターの存在は、
「地域にとともに歩む学校」づくりの要となっています。それぞれの学校では、目指
す子ども像を地域と学校が共有しながら、特色ある活動を推進しています。市教
委では、年２回運営委員会を開催し、市内全体または中学校での情報共有を密に
して、コーディネーターのスキルアップを図っています。今年度は、各コーディネー
ターが抱える悩みや課題を洗い出し、解決策を示唆していただく研修の機会を持
ちました。学校とボランティアをつなぐ役割を十分に果たせるように、今一度学校と
の連携強化が必要であることが明らかになりました。

実績値（令和５年度） 継続

数値目標（令和６年度） 継続

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和４年度） 継続

数値目標（令和５年度） 継続

実績値（令和２年度）
全小学校９校
全中学校４校

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

学校・家庭・地域の連携と協力により教育力を高める

地域と共に歩む学校づくりの推進

　２．具体施策の概要

地域と共に歩む学校づくり

内容

　本市では、コミュニティ・スクールや地域学校協働本部を導入し、両者の連動性と違いを明確に周知や融合を
図りながら、家庭・地域の人々との協働と参画による学校づくりを進めています。
　今後も、学校・家庭・地域が一体となって学校運営協議会の設置の推進や子ども育ての課題の共有化を図りま
す。
　また、新学習指導要領に示された「地域に開かれた教育課程」の実現に向けて、地域との連携・協働を推進し
ます。

　３．数値目標

内容（指標） 地域学校協働本部事業の取り組み

実績値（平成30年度）

                                                                                                                                   全
小学校９校
全中学校４校

　１．評価項目

　資料№２８

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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数値目標（令和６年度） ５事業所

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和５年度） １事業所

実績値（令和４年度） ６事業所

数値目標（令和５年度） ５事業所

実施内容(進捗実績)
　対象となる実績は１件ありました。
　引き続き、湖南市の学校教育環境のさらなる充実と企業・事業所や団体の社会貢献活動の推
進の好循環を図っていきます。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　事業の趣旨にある「湖南市の学校教育環境のさらなる充実と企業・事業所や団
体の社会貢献活動の推進の好循環を図る」ため、「湖南市学校教育きらめきサ
ポーター事業認証申請書」及び「企業等概要書」を企業等に提出いただくことを
廃止し、教育長が認証基準を満たすと認める場合は認証を行うことができるよう
にするとともに、認証の対象を団体に限定せず個人にも広げるため、要綱の一部
改正を行いました。１件（１事業所）を認証しました。

実績値（令和３年度） ３事業所

　１．評価項目

　資料№３０

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育総務課

実績値（令和２年度）

３事業所

２事業所

　企業・事業所や団体による寄付行為などの学校応援の輪を拡大するとともに、学校教育環境のさらなる充実
と企業・事業所や団体の社会貢献活動の推進の好循環を図るため、「学校教育きらめきサポーター事業」の取
組を継続して推進します。

　３．数値目標

内容（指標） 学校教育きらめきサポーター事業認証事業所数

実績値（平成30年度）

内容

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

学校・家庭・地域の連携と協力により教育力を高める

地域や地元企業との連携促進

　２．具体施策の概要

企業などの社会貢献活動の促進と学校教育環境の充実の好循環
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具体施策

A  B  C　Ｄ 

数値目標（令和５年度） 1100人

内容

　地域の課題解決や多様化する市民ニーズに応じた学習機会の充実と情報提供に努めるとともに、生涯学習の推
進を図るため、地域にある身近な場所で主体的に学習活動が行えるよう、学びの場づくりを支援します。
　また、地域の文化や学びの成果を活かして、市民が体系的に学び、力を発揮できる場や仕組みの検討、市民参
画の場の充実と社会教育団体の育成支援に努めます。

内容（指標） 図書館の年間新規利用登録者数

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

445人（令和５年４月～９月の見込み）
　令和２年度より非来館型サービスとして実施している移動図書館の巡回先を保育園、こども園、幼
稚園に拡大し、新たな利用者の拡大に努めてきたところです。今年度も引き続き巡回を行っていま
す。新型コロナウイルス感染症は５類となりましたが、まだまだその影響は残っており、昨年度と比べ
新規登録者は減少の傾向にあります。今年度は新たな利用者の開拓のため、ブックスタートを保健
センターで実施される乳幼児健診に合わせて実施するとともに、おはなし会や展示、講演会等の
様々な図書館サービス広報に努めていきます。

実績値（平成30年度） 793人

実績値（令和２年度） 1008人

実績値（令和３年度）

　資料№３１

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育支援課・図書館

　１．評価項目

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

「学び」を身近に感じ、「学び」を実践できる環境をつくる

多様な学習機会の充実

　２．具体施策の概要

地域に密着した学習機会の提供と人材の育成

公立図書館の充実

内容

　図書館がその機能を果たすためには、新鮮で魅力的な資料があること、資料を知り、資料と市民とを結ぶ職員が
いることが大切です。市民のニーズを把握し、両図書館および移動図書館で、蔵書の充実を図ります。
　施設内では、だれもが快適に利用できる環境を整えるとともに、社会の変化に対応したサービスの実施に取り組
みます。
　また、利用案内チラシやホームページを活用することで、図書館を利用していない人へのアプローチも図ります。
　図書館に来館することが難しい市民に対しては平成30年11月に開設した電子図書館によって資料提供を図りま
す。また、地域資料のデジタル・アーカイブ化に向けて環境を整えます。
　市民の生涯学習推進の拠点施設として、展示や講座、講演会などの集会行事を実施し、文化情報の発信をめざ
します。
　地域との協働においては、展示・講演などの活動発表の機会の提供に努めます。

　３．数値目標

1,110人

実績値（令和５年度） 848人

数値目標（令和６年度） 893人

実績値（令和４年度） 962人

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

895人（令和５年度末見込み）
　移動図書館を保育園、こども園、幼稚園に巡回し、新たな利用者の拡大に努め
るとともに、７月より保健センターで実施される乳幼児健診に合わせてブックス
タートを実施し、夏休みには小学生全員にブックリストを配付するなど、図書館
サービス広報に努めましたが、目標値に至りませんでした。今後も引き続き、図
書館サービスの広報に努めていきます。

　５．所管課評価(最終)　
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A  B  C　Ｄ 

実績値（令和３年度） 98.7%

実施内容（最終実績）

　今年度は「出合い・気づき・発見講座」を３回、「豊かなつながり創造講座」を６
回、計９回の講座を開催しました。うち２回はZoomを併用して、より多くの人に参
加いただけるようにしました。
　参加者は合計458名で、アンケートで「大変良かった」または「良かった」と回答し
た人数の割合は96.4％と目標数値を達成しました。
来年度以降も、市民ニーズをより一層把握し満足度の高い講座となるよう努めて
いきます。

数値目標（令和６年度） 90.0%

実績値（令和５年度） 96.4%

実績値（令和４年度） 93.9%

数値目標（令和５年度） 90.0%

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　今年度は、ＰＴＡ人権研修・保護者講座（３回）を６・７月に開催しました。より多くの方に参加して
頂くために、広く市民を対象とした出合い・気づき・発見講座と共同開催の形をとり、実施しまし
た。また、地域のリーダーに向けたより専門的な内容の豊かなつながり創造講座も７回予定して
います。直接会場に来て受講していただく従来の開催方法に加え、オンライン（zoom)でも受講で
きるように工夫をしています。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実績値（令和２年度）

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

「学び」を身近に感じ、「学び」を実践できる環境をつくる

人権意識の向上

　２．具体施策の概要

関係団体との連携・協働による市民への啓発活動の推進

内容
　市民一人ひとりが人権問題を正しく理解し、自分自身の課題としてとらえ、人権尊重の精神を日常生活に活か
せるよう、さまざまな場で人権について考える機会を設けます。また各種団体と連携し、人権尊重の精神にあふ
れたまちづくりを進めます。

　３．数値目標

内容（指標）
出合い・気づき・発見講座や保護者講座の参加者のアンケートで「大変良かった」、「良かった」と
回答した人の割合

実績値（平成30年度） 88.00%

87.80%

　１．評価項目

　資料№３９

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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所管課

基本的方向 2

政　策 8

施　策 5

具体施策

A  B  C　Ｄ 

数値目標（令和５年度） 1,000人

636人（令和４年３月15日現在）

内容
　市民一人ひとりが人権問題を正しく理解し、自分自身の課題としてとらえ、人権尊重の精神を日常生活に活か
せるよう、さまざまな場で人権について考える機会を設けます。また各種団体と連携し、人権尊重の精神にあふ
れたまちづくりを進めます。

650人

　資料№４０

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

「学び」を身近に感じ、「学び」を実践できる環境をつくる

人権意識の向上

　２．具体施策の概要

関係団体との連携・協働による市民への啓発活動の推進

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

数値目標（令和６年度） 1,800人

　３．数値目標

内容（指標） 人権まちづくり懇談会で人権について話し合い、学ぶ活動への市民の参加人数

実績値（平成30年度） 1,648人

実績値（令和２年度） 869人

実績値（令和５年度） 1,287人

実績値（令和３年度）

実績値（令和４年度）

実施内容(進捗実績)
　役員向け説明会を開催（５か所）し、各区の担当者へ具体的な実施方法についてお伝えしたこと
ころです。各区で開催計画が立てられているようですが、現在、実績報告書の提出はないため、
参加人数は不明です。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　市内43区で年２回の開催を例年どおりお願いし、コロナ禍のなか各区において
は感染予防対策や開催方法を検討し取り組んでいただきました。今年度はコロナ
による制限なく、参加者合計1,287人と目標数値を達成しました。来年度以降も、よ
り多くの市民が参加できるよう、課題の検討などを各区とともに進めていきます。
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所管課

基本的方向 2

政　策 9

施　策 1

具体施策

A  B  C　Ｄ 

数値目標（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

全小学校９校
全中学校４校

内容
　スマートフォンなど情報機器の正しい使い方が実践できる取組を、子どもたちへの実態調査・保護者への啓発
と併せて実施し、「湖南市スマホ使用３ヶ条※」の浸透を図ります。また、ＰＴＡ・学校・子どもとの連携を通じて、
情報機器の「使用マナーの意識化、使用のルールづくり」をさらに進めます。

全小学校９校
全中学校４校

　資料№４１

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

家庭の教育力を高める

家庭の教育力の向上

　２．具体施策の概要

ICTリテラシー教育の推進

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

数値目標（令和６年度）
全小学校９校
全中学校４校

　３．数値目標

内容（指標） 教職員を対象としたICTリテラシー講座の開催

実績値（平成30年度）
小学校４校
中学校２校

実績値（令和２年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和３年度）

実績値（令和４年度）

実施内容(進捗実績)
　全ての学校で今年度中の研修を予定しています。現在、小学校６校、中学校２校で実施済みで
す。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）
　警察や電話会社等を外部講師に招いての特別講座を全ての小中学校で実施で
きました。
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所管課

基本的方向 2

政　策 9

施　策 2

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実施内容(進捗実績)

　今年度は、９月２日（土）に第１回、９月16日（土）に第２回を開催し、合計で延べ73人（29家族）
が参加され、家庭で実践できる親子でできる体操・子どもの手形を使った作品作りについて、親子
で楽しく学べる機会を提供することができました。
　第３回目は大学までにかかる教育費や養育費について、第４回目は絵本教育士の方を講師に
招いて親子で楽しめる絵本講座を開催する予定です。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）
　親子がふれあい、向き合えることを重点的に、長時間拘束ではなく無理なく参加
できる構成にしたことで参加者数が増加しました。また、ホームページや広報、園
へのチラシ配布、yahoo！くらしに掲載するなど啓発に努めました。

実績値（令和５年度） 123人

数値目標（令和６年度） 110人

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度） 84人

実績値（令和４年度） 49人

数値目標（令和５年度） 80人

実績値（令和２年度） 44人

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

家庭の教育力を高める

家庭教育を支援する人材育成

　２．具体施策の概要

親育ての場の提供と人材の育成

内容

　各家庭で、親の自主的な判断に基づき家庭教育が行われるためには、子育てに関する親の不安や悩みを解
消する場が必要なことから、悩みを抱える親が相談できる場づくりの充実に努めます。また、関係機関と連携し、
子育てに関する学習機会や情報の提供に努めます。
　さらに、社会全体で家庭教育を支える必要性が高まっていることから、助言や指導を行えるよう人材の育成に
努めます。また、地域全体で子育てに対する意識の向上と輪の拡大に努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 家庭教育講座の参加人数

実績値（平成30年度） 102人

　１．評価項目

　資料№４２

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育支援課
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所管課

基本的方向 2

政　策 10

施　策 1

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実施内容(進捗実績)

　11月26日(日)の甲西文化ホールでの開催に向け、石部中学校および甲西中学校の生徒で構成
する実行委員とともに準備を進めています。新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、実
行委員会はアンケート形式で実施していましたが、４年ぶりに対面で実行委員会を実施していま
す。
　各学区民会議、小中学校、ＰＴＡ等に参加を呼びかけ、青春祭(あおはるさい)開催後は、湖南市
青少年育成市民会議の広報誌「育み」にて、市内に広く周知・啓発を実施したいと思います。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　11月26日(日)に甲西文化ホールで開催し、275人の参加がありました。石部中学
校および甲西中学校の生徒８人が実行委員として企画・運営を行いました。実行
委員会は４年ぶりに対面形式で実施しました。実行委員企画の発案、オリジナル
グッズやステージ看板の作成、当日の運営などを主体的に進めていました。チラ
シ・プログラム・会場玄関の看板は市内中学校、高等学校の部活動に作成してい
ただきました。
　青春祭(あおはるさい)開催後は、湖南市青少年育成市民会議の広報紙「育み」
を発行し、市内に広く周知・啓発を実施しました。

実績値（令和５年度） 「19ｔｈ青春祭(あおはるさい)2023」実施

数値目標（令和６年度） 継続

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度） 「17ｔｈ青春祭(あおはるさい)2021」実施

実績値（令和４年度） 「18ｔｈ青春祭(あおはるさい)2022」実施

数値目標（令和５年度） 「19ｔｈ青春祭(あおはるさい)2023」実施

実績値（令和２年度）
体験事業　16件
子ども若者育成支援強調月間（11月）に合わせて、広報誌「育み」を8,000部発行

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

青少年の健全育成を図る

青少年の交流と活動の推進

　２．具体施策の概要

青少年の体験活動の機会の充実と社会参加の促進

内容

　各種青少年団体の育成支援と、青少年育成市民会議、学区民会議をはじめとする青少年に関わる各種団体
への支援を通じて、体験活動の機会の充実に努めます。
　また、青少年の活動の場がつくられるよう地域に働きかけを行い、子どもと地域住民との交流の機会を促進す
るとともに、青少年が社会や地域に参画する機会の提供に努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 10代の青少年を対象とした事業の実施（「青春祭（あおはるさい）」など）

実績値（平成30年度） 実施

　１．評価項目

　資料№４３

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育支援課
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所管課

基本的方向 2

政　策 10

施　策 2

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実施内容(進捗実績)
　９月現在無職少年の就労支援のニーズが少ないため、７回にとどまっています。今後、湖南市
工業会・商工会などの紹介をもらいながら拡大を図っていきます。また、外国籍少年の支援が増
えているので、外国籍少年の派遣会社等にも、相談して対応しています。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　無職少年の就労支援が少なかったですが、①テクノカレッジから進路変更した少
年を、障がい者枠での就労に結びつける事が出来ました。②派遣で仕事をしてい
た少年が、正社員として就労する事が出来ました。　③ひきこもり傾向の少年が、
アルバイトで週３日スーパーの清掃に行けるように支援しました。④ひきこもり傾
向の外国籍少年の職場体験を実施出来ました。就労には結びついていません。
市内企業の他にも、少年を受け入れてくださる総合人材サービス「ワークスタッフ」
の方が来所され、ニーズが出てきたら紹介できる体制を整えられました。

実績値（令和５年度） 19回

数値目標（令和６年度） 20回

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度） 12回

実績値（令和４年度） 16回

数値目標（令和５年度） 18回

実績値（令和２年度）
新型コロナウイルス感染拡大防止により企業訪問は中止。代わりとして、来所相談及び電話相談
を129件受けました。

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

青少年の健全育成を図る

青少年健全育成活動の推進

　２．具体施策の概要

関係機関と連携した活動実施と、課題をもつ少年の対策・居場所づくり

内容

　青少年育成市民会議・学区民会議をはじめとして地域住民の協力を得ながら、青少年にふさわしい環境づくり
のために、地域で子どもを守り育てる輪の拡大に努めます。
　また、関係機関と連携し巡回活動を実施します。
　非行など課題のある少年については、生活改善や就学・就労対策を行う一方で、さまざまな問題を抱え、自分
の居場所もなく悩み苦しんでいる少年が、自分自身を見つめ直して健やかな成長をしていくために、カウンセリン
グ機会を設けるなどの支援を行います。

　３．数値目標

内容（指標） 無職少年の就労のための企業訪問の実施回数

実績値（平成30年度） 12回

　１．評価項目

　資料№４４

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育支援課
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所管課

基本的方向 2

政　策 10

施　策 2

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実施内容(進捗実績)
　９月現在で23回。今年度は、無職少年等の家族（祖母・母）からの相談が増え、対応していま
す。今後は、無職少年の様子を聞き取り、専門的な立場からのカウンセリングにより、自覚的な生
活改善や立ち直りへの支援を行っていきたいです。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　少年相談：４回、保護者相談：29回、その他：7回で、合計40回実施できました。
昨年度よりも大きく増加しているのは、保護者の相談が増えたことによります。そ
の中でも、いわゆるやんちゃ系の非行相談ではなく、不登校やひきこもりの相談が
大半です。社会の複雑化、コロナ禍など少年の置かれる環境はますます厳しく
なっています。それに伴い、悩みも複雑化してきている中で、さまざまな問題を抱
え、自分の居場所がなく悩み苦しんでいる少年が、自分自身を見つめ直して健や
かな成長できるように努めました。

実績値（令和５年度） 40回

数値目標（令和６年度） 継続

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度） 21回

実績値（令和４年度） 22回

数値目標（令和５年度） 23回

実績値（令和２年度） 23回

学校・家庭・地域との協働による教育力の向上に取り組む

青少年の健全育成を図る

青少年健全育成活動の推進

　２．具体施策の概要

関係機関と連携した活動実施と、課題をもつ少年の対策・居場所づくり

内容

　青少年育成市民会議・学区民会議をはじめとして地域住民の協力を得ながら、青少年にふさわしい環境づくり
のために、地域で子どもを守り育てる輪の拡大に努めます。
　また、関係機関と連携し巡回活動を実施します。
　非行など課題のある少年については、生活改善や就学・就労対策を行う一方で、さまざまな問題を抱え、自分
の居場所もなく悩み苦しんでいる少年が、自分自身を見つめ直して健やかな成長をしていくために、カウンセリン
グ機会を設けるなどの支援を行います。

　３．数値目標

内容（指標） 課題をもつ少年や家族との専任カウンセラーによるカウンセリング回数

実績値（平成30年度） 週１回

　１．評価項目

　資料№４５

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育支援課
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所管課

基本的方向 3

政　策 11

施　策 1

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（令和４年度） 小中学校13校

数値目標（令和５年度） 小中学校13校

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

信頼される学校を創る

安全教育の推進

　２．具体施策の概要

安全教育の実施

内容

　警察署などと連携し、小学生は横断歩道の渡り方、中学生は自転車の安全な乗り方を中心とした交通安全教
室を実施します。
　また、消防署などと連携して避難訓練を実施します。授業時間中に予告して行う定期的な訓練だけでなく、休
み時間の訓練や保護者への引き渡し訓練など、さまざまなケースを想定し工夫をして訓練に取り組みます。
　不審者に遭遇した際には、その場を離れる、近くの大人に助けを求めるといった対応が児童生徒に求められま
す。どのような場面においても自ら判断し対応できるよう、生徒指導担当を通して指導に取り組みます。

　３．数値目標

内容（指標） 消防署と学校防災教育コーディネーターが連携して行うモデル型避難訓練校の実施校数

実績値（令和３年度） 小中学校８校

　１．評価項目

　資料№４６

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実績値（令和５年度） 小中学校12校

実施内容（最終実績）

　消防署と学校防災教育コーディネーターが連携した避難訓練については、消防
署が直接訓練に参加できた場合や事前事後のアドバイス等、各校の実情に合わ
せた形で訓練が行えました。水難事故防止の研修、不審者対応訓練等、今後も消
防署に限らず、警察との連携も進めていきます。

通学路などの安全対策

内容

　児童生徒が安心して通学できるために、通学経路の確認や見直しを定期的に実施することを促すと同時に、ボ
ランティアや地域のさまざまな団体の協力を得ながら、児童生徒の登校中の見守り活動などの取組を推進しま
す。
　また、未就学児が日常的に集団で移動する経路についても同様に危険箇所を把握するため、湖南市通学路
安全推進プログラムを見直し、健康福祉部幼児施設課についても組織の構成員とします。通学路などに関わる
関係機関が連携し、通学路や未就園児の移動経路の危険箇所についての合同点検の実施、対策の検討をはじ
めとする取組を効果的に進めながら安全確保に努めます。

実施内容(進捗実績)
　市内小中学校13校すべてにおいて、水難事故防止の研修を消防署と連携して行っています。ま
た、警察と連携した不審者対応訓練を小学校で５校実施しました。今後は警察とも連携した訓練
を、小中学校全てで実施していく予定です。

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

数値目標（令和６年度） 全小中学校13校

実績値（令和２年度）

実績値（平成30年度） 小中学校０校

小中学校０校（新型コロナウイルス感染症の防止のため実施せず）

37
48 



　 　
所管課

基本的方向 3

政　策 11

施　策 1

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

数値目標（令和５年度） 小学校３校

　１．評価項目

通学路などの安全対策

内容

　児童生徒が安心して通学できるために、通学経路の確認や見直しを定期的に実施することを促すと同時に、
ボランティアや地域のさまざまな団体の協力を得ながら、児童生徒の登校中の見守り活動などの取組を推進し
ます。
　また、未就学児が日常的に集団で移動する経路についても同様に危険箇所を把握するため、湖南市通学路
安全推進プログラムを見直し、健康福祉部幼児施設課についても組織の構成員とします。通学路などに関わる
関係機関が連携し、通学路や未就園児の移動経路の危険箇所についての合同点検の実施、対策の検討をは
じめとする取組を効果的に進めながら安全確保に努めます。

　３．数値目標

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

信頼される学校を創る

安全教育の推進

　２．具体施策の概要

安全教育の実施

内容

　警察署などと連携し、小学生は横断歩道の渡り方、中学生は自転車の安全な乗り方を中心とした交通安全教
室を実施します。
　また、消防署などと連携して避難訓練を実施します。授業時間中に予告して行う定期的な訓練だけでなく、休
み時間の訓練や保護者への引き渡し訓練など、さまざまなケースを想定し工夫をして訓練に取り組みます。
　不審者に遭遇した際には、その場を離れる、近くの大人に助けを求めるといった対応が児童生徒に求められ
ます。どのような場面においても自ら判断し対応できるよう、生徒指導担当を通して指導に取り組みます。

　資料№４７

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　５．所管課評価(最終)　

数値目標（令和６年度） 全小学校９校

内容（指標） 地域まちづくり協議会や保護者と連携して行う訓練

実績値（平成30年度） 小学校２校

実績値（令和２年度） 小学校２校

実績値（令和５年度） 小学校８校

実績値（令和３年度） 小学校１校

実績値（令和４年度） 小学校２校

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　まちづくり協議会と連携しての訓練は１校について実施することができました。
保護者と連携した災害時の引き渡し訓練は７校で実施しました。引き渡し訓練は
隔年で行っている学校もあるため、来年度を含めて９校全ての学校において実施
できるように進めていきます。

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　まちづくり協議会と連携しての訓練は１校が実施予定。保護者と連携した災害時の引き渡し訓
練はいくつかの小学校にて実施済です。
　通学路合同点検については、市内小中学校13校にて実施済みです。
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252か所数値目標（令和５年度）

213か所実績値（令和４年度）

内容

　警察署などと連携し、小学生は横断歩道の渡り方、中学生は自転車の安全な乗り方を中心とした交通安全教
室を実施します。
　また、消防署などと連携して避難訓練を実施します。授業時間中に予告して行う定期的な訓練だけでなく、休
み時間の訓練や保護者への引き渡し訓練など、さまざまなケースを想定し工夫をして訓練に取り組みます。
　不審者に遭遇した際には、その場を離れる、近くの大人に助けを求めるといった対応が児童生徒に求められま
す。どのような場面においても自ら判断し対応できるよう、生徒指導担当を通して指導に取り組みます。

内容（指標） 通学路など危険箇所の合同点検箇所（累積）

実績値（平成30年度） 116か所

実績値（令和２年度） 157か所

実績値（令和３年度） 187か所

　資料№４８

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育支援課

　１．評価項目

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

信頼される学校を創る

安全教育の推進

　２．具体施策の概要

安全教育の実施

通学路などの安全対策

内容

　児童生徒が安心して通学できるために、通学経路の確認や見直しを定期的に実施することを促すと同時に、ボ
ランティアや地域のさまざまな団体の協力を得ながら、児童生徒の登校中の見守り活動などの取組を推進しま
す。
　また、未就学児が日常的に集団で移動する経路についても同様に危険箇所を把握するため、湖南市通学路安
全推進プログラムを見直し、健康福祉部幼児施設課についても組織の構成員とします。通学路などに関わる関
係機関が連携し、通学路や未就園児の移動経路の危険箇所についての合同点検の実施、対策の検討をはじめ
とする取組を効果的に進めながら安全確保に努めます。

　３．数値目標

　５．所管課評価(最終)　

実績値（令和５年度） 245か所

数値目標（令和６年度） 380か所

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

令和５年度実績　245か所【累計】
　甲賀警察署や県と市の担当部署、おうみ通学路交通アドバイザー、各校担当者
と連携して通学路の合同点検を実施することができました。今年度から１校園の要
望上限数を２か所から３か所に増やしたため、点検箇所数は昨年よりも多い32箇
所となりました。

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

合同点検実施日：９月４日、５日、６日、11日（４日間）　前年度：４日間
　点検箇所：32か所（13小中学校のみ）　前年度26箇所（うち園は２か所）
　今年度から１校園の要望上限数を２か所から３か所に増やし、より多くの危険個所の把握に努め
ております。
　合同点検は学校関係者だけでなく、区長、PTA、地域の関係者等に立会していただき、より多く
の関係者と危険箇所の状況把握や対策内容を共有することができています。
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内容

　警察署などと連携し、小学生は横断歩道の渡り方、中学生は自転車の安全な乗り方を中心とした交通安全教室を
実施します。
　また、消防署などと連携して避難訓練を実施します。授業時間中に予告して行う定期的な訓練だけでなく、休み時
間の訓練や保護者への引き渡し訓練など、さまざまなケースを想定し工夫をして訓練に取り組みます。
　不審者に遭遇した際には、その場を離れる、近くの大人に助けを求めるといった対応が児童生徒に求められます。
どのような場面においても自ら判断し対応できるよう、生徒指導担当を通して指導に取り組みます。

　資料№４９

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課・教育支援課

　１．評価項目

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

信頼される学校を創る

安全教育の推進

　２．具体施策の概要

安全教育の実施

通学路などの安全対策

内容

　児童生徒が安心して通学できるために、通学経路の確認や見直しを定期的に実施することを促すと同時に、ボラン
ティアや地域のさまざまな団体の協力を得ながら、児童生徒の登校中の見守り活動などの取組を推進します。
　また、未就学児が日常的に集団で移動する経路についても同様に危険箇所を把握するため、湖南市通学路安全
推進プログラムを見直し、健康福祉部幼児施設課についても組織の構成員とします。通学路などに関わる関係機関
が連携し、通学路や未就園児の移動経路の危険箇所についての合同点検の実施、対策の検討をはじめとする取組
を効果的に進めながら安全確保に努めます。

　３．数値目標

内容（指標） 通学路など危険箇所の対策実施箇所（累積）

実績値（平成30年度） 55か所

実績値（令和２年度） 81か所

実績値（令和３年度） 102か所

実績値（令和５年度） 180か所

数値目標（令和６年度） 116か所

実績値（令和４年度） 136か所

数値目標（令和５年度） 163か所

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　通学路など危険箇所の対策実施箇所については、合同点検を通じて各関係機関と連携し対応策を
協議中です。通学路の緊急点検を含め安全点検を引き続き実施し、対策を講じる必要があります。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　通学路等危険箇所数については、通学路等の合同点検・緊急点検を行い、対策
について各関係機関と協議を行いました。令和５年度行った合同点検は32箇所で
す。令和５年度の危険箇所は44箇所で、対策実施予定です。
（対策実施箇所180か所【累計】）
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数値目標（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

　１．評価項目

　資料№５０

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　３．数値目標

内容（指標） 学校公開日の実施校数

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

信頼される学校を創る

開かれた学校づくりの推進

　２．具体施策の概要

絶えず地域へ情報発信する取組

内容

　各校の活動の様子は、定期的な校報やホームページ、タウンメール、プレスリリースなどによって積極的に発
信するように努めます。また、保護者懇談会や学校運営協議会などを通じて、学校の現状や今後の活動を広報
していきます。さらに、学校公開や地域を交えて実施する行事など、子どもたちの様子を伝えていきます。
　学校評価としては、定期的に自己評価・学校関係者評価を継続しながら、客観的な視点でも学校の教育活動
を評価できるように努めます。
　各校では、「滋賀教育の日」の活動に賛同し、学校公開の場を設定しています。児童生徒への教育について、
保護者や地域住民とともに考える場を継続して設けます。また、各校において新たな取組について模索します。

　５．所管課評価(最終)　

実績値（平成30年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和２年度）
全小学校９校
全中学校４校

数値目標（令和６年度） 継続

実績値（令和５年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和３年度）
全小学校９校
全中学校４校

実績値（令和４年度）
全小学校９校
全中学校４校

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　湖南市内すべての学校・中学校区で、コミュニティスクールとなっており、地域と
協働して、学校運営に取りむことができました。また、各校とも学校行事や保護者
連絡等の対応について、ホームページや校報、メール配信サービス等を通じて積
極的に保護者や地域に向けて情報を発信しています。次年度も、定期的な校報
やホームページ、タウンメール、プレスリリースなどによって積極的に発信するよう
に努め、地域とともにある学校づくりを行っていきます。

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　各校とも学校行事や保護者連絡等の対応について、ホームページや校報、メール配信サービス
等を通じて積極的に保護者や地域に向けて情報を発信しています。また、修学旅行や運動会・体
育祭、文化祭等の学校行事について、保護者や地域の方々の意見も参考にしながら学校運営に
たあたっています。そのことをプレスリリース等を利用して発信していきます。
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　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　３校のトイレ洋式化工事を完了しました。
菩提寺北小学校（トイレ洋式化率36.1％→72.1％）
　改修前：和式39基・洋式22基、改修後：和式17基・洋式44基
下田小学校（トイレ洋式化率59.6％→72.3％）
　改修前：和式19基・洋式28基、改修後：和式13基、洋式34基
石部中学校（トイレ洋式化率39.5％→68.4％）
　改修前：和式23基・洋式15基、改修後：和式12基・洋式26基

数値目標（令和６年度） ９校

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　今年度は、菩提寺北小学校、下田小学校、石部中学校のトイレ洋式化工事を実施しました。５月に入札
をし、菩提寺北小学校と石部中学校においては契約を行いました。下田小学校は入札不調となったた
め、７月に再度入札をし、契約を行いました。３校とも夏休み期間を活用して集中的に工事を実施し、９月
29日に工事を完了しました。

実績値（令和４年度）
６校のトイレ洋式化率約70％になりました。
令和５年度は３校のトイレ洋式化率（菩提寺北小学校36.1％、下田小学校59.6％、石部中学校39.5％）を
約70％に引き上げます。

数値目標（令和５年度）
９校のトイレ洋式化約70％
令和５年度は３校のトイレ洋式化率（菩提寺北小学校36.1％、下田小学校59.6％、石部中学校39.5％）を
約70％に引き上げます。

実績値（令和５年度）
９校のトイレ洋式化約70％になりました。
既に整備済みであった４小中学校を含めて、市内13小中学校のトイレ洋式化率が約70％になりました。

実績値（平成30年度） ０校

実績値（令和２年度） ０校

実績値（令和３年度）

３校はトイレ洋式化率約70％になりました。
目標９校の内、残り６校のトイレ洋式化率は以下のとおりです。
石部南小学校34.0％、三雲小学校28.1％、菩提寺北小学校36.1％、下田小学校59.6％、石部中学校
39.5％、甲西北中学校26.6％

効率的な施設改修の推進

内容
　小中学校施設の老朽化が進んでおり、計画的な長寿命化改修と適切な維持管理をおこなうことが重要であることか
ら、学校施設における長寿命化計画を策定し、将来的な学校のあり方も含め、限られた財源のなかで効率的に改修な
どができるよう取組を進めます。

　３．数値目標

内容（指標）
トイレ洋式化工事実施数
※トイレ洋式化率約70％とは、各トイレに２基以上の大便器がある場合は、１基は和便器を残すこととし
ており、学校全体として平均約70％以上のトイレ洋式化率を目指すこととしています。

内容
　学校施設の整備は、地域の拠点としての役割を踏まえつつ、良好で質の高い教育環境を確保できるよう、バリアフ
リー化やユニバーサルデザインを推進しながらトイレの洋式化やＩＣＴ環境整備など、学校施設の機能向上を図ります。

　資料№５２

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育総務課

　１．評価項目

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

教育環境の充実を図る

学校環境整備の充実

　２．具体施策の概要

学校施設の環境整備事業
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所管課

基本的方向 3

政　策 12

施　策 1

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　令和３年３月に「湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画」を策定し、こ
の計画に基づき、今年度は３校（菩提寺北小学校・下田小学校・石部中学校）のト
イレ洋式化工事を実施しました。
　また、「湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画」の見直しを実施し、令
和６年３月で改訂しました。

数値目標（令和６年度） 計画の見直し実施

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　令和３年３月に「湖南市公共施設等総合管理計画個別施設計画」を策定し、この計画に基づ
き、今年度は３校のトイレ洋式化工事を実施しました。次年度以降も計画に基づき取り組んでいく
予定です。

実績値（令和４年度） 計画の実施

数値目標（令和５年度） 計画の実施

実績値（令和５年度） 計画の実施および見直し実施

実績値（平成30年度） 未策定

実績値（令和２年度） 策定

実績値（令和３年度） 策定

効率的な施設改修の推進

内容
　小中学校施設の老朽化が進んでおり、計画的な長寿命化改修と適切な維持管理をおこなうことが重要である
ことから、学校施設における長寿命化計画を策定し、将来的な学校のあり方も含め、限られた財源のなかで効
率的に改修などができるよう取組を進めます。

　３．数値目標

内容（指標） 学校施設長寿命化計画の策定

内容
　学校施設の整備は、地域の拠点としての役割を踏まえつつ、良好で質の高い教育環境を確保できるよう、バ
リアフリー化やユニバーサルデザインを推進しながらトイレの洋式化やＩＣＴ環境整備など、学校施設の機能向
上を図ります。

　資料№５３

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育総務課

　１．評価項目

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

教育環境の充実を図る

学校環境整備の充実

　２．具体施策の概要

学校施設の環境整備事業
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所管課

基本的方向 3

政　策 12

施　策 2

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　残食率の平均値は令和６年３月31日現在、小学校20.4％、中学校24％となっ
ております。中間報告時よりも小学校では上がり、中学校では下がっています。
　残食率が上がった理由は、突発的な学級閉鎖によりその日の調理分が残食率
に
直結したと考えます。また、食指導の実施により一定の効果はありましたが、
給食センターのみで残食率の低下を実現するには限界があり、継続的な効果を
得るためには、学校と連携した取り組みを進めていく必要があると考えています。

数値目標（令和６年度）
小学校 10.4%
中学校 14.7%

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　残食率の平均値は、令和５年９月30日現在、小学校19.1%、中学校26.4%となっています。今年度
も栄養士による食指導を実施し、栄養をしっかり取ることの大事さを伝えながら、残食率の低下に
努めてきました。
　課題として、給食センター職員及び栄養士の働きかけだけでは、一時的なもので終わるため、教
職員の協力が必要と考えます。
　今後も、栄養バランスの大事さを伝える食指導を実施しながら、残食率の低下につながるよう努
めていきます。

実績値（令和３年度）
小学校14.0%
中学校21.2%

実績値（令和５年度）
小学校19.5％
中学校24.2％

実績値（令和４年度）
小学校17.6％
中学校24.3％

数値目標（令和５年度）
小学校14.0％
中学校19.5％

実績値（令和２年度）
小学校14.6%
中学校22.4%

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

教育環境の充実を図る

学校給食の充実

　２．具体施策の概要

学校給食の効率的な運営

内容

　児童生徒に栄養バランスの採れた給食を提供するとともに、栄養士による食指導や調理内容の充実に取り組
みます。
　また、学校給食センターにおいて保育園・幼稚園・認定こども園、小学校低学年を対象にした見学会の開催
や、卵アレルギー対応食の実施を引き続き行います。

　３．数値目標

内容（指標） 小中学校に提供する和え物献立の残食率

実績値（平成30年度）
小学校 10.6%
中学校 14.9%

　１．評価項目

　資料№５４

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

教育総務課
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所管課

基本的方向 3

政　策 13

施　策 1

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（令和４年度） １８講座　のべ435名

数値目標（令和５年度） １５講座　のべ400名

実施内容(進捗実績)

　新型コロナウイルス感染症の影響も小さくなり、人数制限を設けることなく、たくさんの講座を開設す
ることができました。
　特に、児童生徒理解や生徒指導の講座に参加が集まり、生徒の命やいじめに対する教職員の関
心の高さがうかがえました。
　他市や市内園の先生方の参加も多数あり、今後も教職員の関心の高い講座の開設に努めるととも
に、市内教員が講師として活躍する場を設けていきたいと考えています。

実績値（令和５年度） ２２講座 のべ414名

数値目標（令和６年度） 継続

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　新型コロナウイルス感染症の影響も小さくなり、人数制限を設けることなく、たく
さんの講座を開設することができました。特に、児童生徒理解や生徒指導の講座
に参加が集まり、生徒の命やいじめに対する教職員の関心の高さがうかがえま
した。教員免許更新制度の発展的解消から、教職員の研修の記録が必須となっ
ています。教師力ＵＰセミナーを、その良い研修の機会としたいと考えています。
また、教職員が、セミナー受講するだけでなく、講座を開設して講師を務めて参加
者からフィードバックを得ることができるところが、本市セミナーの魅力であると考
えています。

実績値（平成30年度） 19講座

実績値（令和２年度） 14講座　　のべ270人

実績値（令和３年度） 14講座　　のべ305人

組織対応と関係機関との連携強化

内容

　園・学校や関係機関が、子どもや家庭を支える仕組みづくりをめざすために社会福祉士・スクールソーシャルワー
カー・スクールカウンセラーや、関係機関と連携したケースワークを行います。
　そのために、各課題に対して長期・短期目標、役割分担を明確にしたアセスメントを立て、無理や無駄のない運営
に留意していきます。「アセスメントシート」、「湖南市発達支援ＩＴネットワークの記録」を蓄積することにより、ケース
担当者が替わっても支援体制を引き継いでいくシステムを確立していきます。

　３．数値目標

内容（指標） 教員のニーズに合う多様な研修の開催(教師力アップセミナー)

内容

　「講師は本市の教員が行う」、「自分のニーズに合った講座を選択する」をコンセプトに「教師力アップセミナー※」
を夏季休業中に実施します。講師を務める教員は、得意分野で力を発揮できるだけでなく、自己の実践を整理・分
析する機会をもつことができます。また、受講する者は身近にある優れた実践にふれるだけでなく、受講後も講師と
つながることで積極的に授業実践を行うことができます。
　また、意欲と向上心をもった市内の若手、中堅教員対象の「湖南市現職アドバンス研修」を教員養成に実績のあ
る東京学芸大学との連携で行います。ともに研修を受けることで、「授業力の向上」という同じ志をもつ仲間としてつ
ながるだけでなく、学んだ授業改善の方策を自己の実践につなぐとともに、市内各校の研修成果を普及する一助と
なります。
　さらに、教員が学校や校種の枠を超えて、気軽に指導方法について相談できる「きょういくげんき塾」は、塾生の
ニーズに合わせてテーマを設定し、先輩教員からの助言を通して主体的に学び合える場とします。

　資料№５５

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

　１．評価項目

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

教職員の働き方改革を行い、教育の質的向上を図る

教師力・組織的対応力アップへの取組

　２．具体施策の概要

教員の資質と実践的指導力の向上
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所管課

基本的方向 3

政　策 13

施　策 1

具体施策

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実績値（平成30年度） 年間２回×13校

実績値（令和２年度） 年間２回×13校

内容

　「講師は本市の教員が行う」、「自分のニーズに合った講座を選択する」をコンセプトに「教師力アップセミナー※」
を夏季休業中に実施します。講師を務める教員は、得意分野で力を発揮できるだけでなく、自己の実践を整理・分
析する機会をもつことができます。また、受講する者は身近にある優れた実践にふれるだけでなく、受講後も講師と
つながることで積極的に授業実践を行うことができます。
　また、意欲と向上心をもった市内の若手、中堅教員対象の「湖南市現職アドバンス研修」を教員養成に実績のあ
る東京学芸大学との連携で行います。ともに研修を受けることで、「授業力の向上」という同じ志をもつ仲間としてつ
ながるだけでなく、学んだ授業改善の方策を自己の実践につなぐとともに、市内各校の研修成果を普及する一助と
なります。
　さらに、教員が学校や校種の枠を超えて、気軽に指導方法について相談できる「きょういくげんき塾」は、塾生の
ニーズに合わせてテーマを設定し、先輩教員からの助言を通して主体的に学び合える場とします。

内容（指標） 市教委から各小中学校へ関係機関の活用促進・連携強化に伴う指導・働きかけ

組織対応と関係機関との連携強化

内容

　園・学校や関係機関が、子どもや家庭を支える仕組みづくりをめざすために社会福祉士・スクールソーシャルワー
カー・スクールカウンセラーや、関係機関と連携したケースワークを行います。
　そのために、各課題に対して長期・短期目標、役割分担を明確にしたアセスメントを立て、無理や無駄のない運営
に留意していきます。「アセスメントシート」、「湖南市発達支援ＩＴネットワークの記録」を蓄積することにより、ケース
担当者が替わっても支援体制を引き継いでいくシステムを確立していきます。

　３．数値目標

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

教職員の働き方改革を行い、教育の質的向上を図る

教師力・組織的対応力アップへの取組

　２．具体施策の概要

教員の資質と実践的指導力の向上

　１．評価項目

　資料№５６

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課

数値目標（令和６年度） 年間３回×13校

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)

　５月の校長会、特別支援教育コーディネーターにおいて、「アセスメントシート」の活用について説明
し、活用について働きかけました。その後、ケース会議等でシートを活用している学校がみられまし
た。また、個別ケースに関わって「湖南市発達支援ＩＴネットワーク」が活用されています。今後、２、３
学期にも支援体制を引き継いでいくシステムの重要性や活用について周知する予定です。

実績値（令和５年度） 年間２回×13校

実績値（令和３年度） 年間２回×13校

実績値（令和４年度） 年間２回×13校

数値目標（令和５年度） 年間２回×13校

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　後期は、全小中学校にむけ、発達支援室との連携やここあいパスポートの活用
について、学校教育課が中心となり、働きかけを行うことができました。特に支援
を必要とする児童生徒や家庭への関わり方については、他機関との連携につい
て指導や助言を行ったケースもありました。また、スクールソーシャルワーカーの
全校配置が定着し、各校で活用・連携が進みました。
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所管課

基本的方向 3

政　策 13

施　策 2

具体施策

A  B  C　Ｄ 

実施内容(進捗実績)

　教員業務支援員と名称が変わっており、より、働き方改革を意識した業務内容で学校を支援い
ただいている。
　配置人数は、現在71人となっています。
当初予定の時数分の配置ができています。
ベネッセコーポレーション教育イノベーションセンター研究員の庄子寛之氏を「湖南市教職員の
ウェルビーイングに関するコンシェルジュ（湖南市ＷＢＣ）」に任命し、教職員の意識改革の視点で
さらに業務改善を進めます。

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）

　教員業務支援員の配置人数は、72人でした。継続して勤務している職員が多く、
学校の業務に精通して主体的な働きをしています。
　校長会にて、業務改善の成果が見られた学校の取組を紹介し、実践交流を行
い、働き方改革の機運を高めました。
　２月の教頭会では、湖南市ＷＢＣの庄子先生を招き、「働き方改革に通じる業務
改善」について教頭が協議する場面を見ていただき、講評をしていただきました。

実績値（令和５年度） 72人

数値目標（令和６年度） 70人

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実績値（令和３年度） 87人

実績値（令和４年度） 80人

数値目標（令和５年度） 70人

実績値（令和２年度） 76 人

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

教職員の働き方改革を行い、教育の質的向上を図る

教職員の働き方改革の推進

　２．具体施策の概要

教員の働き方改革の推進

内容

　各学校において業務の見直しを進め、地域や保護者の理解を得ながら、教員が子どもと向き合う時間の確保
を図ります。また、教育の質を高めるための働き方改革を進めるため、外部講師を招き教員、保護者を対象とし
た「働き方改革研修会」を実施、全国の事例を聞きながら現状の課題を共有し、教員の意識改革に取り組みま
す。

　３．数値目標

内容（指標） 学校支援員の配置

実績値（平成30年度） 60人

　１．評価項目

　資料№５７

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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所管課

基本的方向 3

政　策 13

施　策 2

具体施策

A  B  C　Ｄ 

　５．所管課評価(最終)　

　　　　A：目標以上の取組ができた　　B：目標通りの取組ができた　　C：目標までの取組ができなかった　　Ｄ：全く取組ができなかった

実施内容（最終実績）
　４中学校それぞれ２名ずつ配置することができ、教職員の負担軽減や技術指導
において効果がありました。来年度以降は、部活動の地域移行に向けて、部活動
指導員から地域の文化・スポーツクラブの指導員への移行を進めていきます。

数値目標（令和６年度） 10人

　４．進捗状況(９月30日現在)
※今年度取り組んだこと、これからの方向や実施することを記載する。
※進捗の遅れ、また懸案や課題等もある場合はその内容も記載する。
（可能な限り、上記に数値を盛り込むこと。）

実施内容(進捗実績)
　４中学校、それぞれ２名の配置ができました。今後、運動部の部活動が地域移行していくために
は指導員の増員、地域移行を進める体制づくりを進めていきます。

実績値（令和３年度） ８人

実績値（令和５年度） ８人

実績値（令和４年度） ８人

数値目標（令和５年度） ８人

実績値（令和２年度） ５人

安全・安心で質の高い教育環境を整備する

教職員の働き方改革を行い、教育の質的向上を図る

教職員の働き方改革の推進

　２．具体施策の概要

教員の働き方改革の推進

内容

　各学校において業務の見直しを進め、地域や保護者の理解を得ながら、教員が子どもと向き合う時間の確保
を図ります。また、教育の質を高めるための働き方改革を進めるため、外部講師を招き教員、保護者を対象とし
た「働き方改革研修会」を実施、全国の事例を聞きながら現状の課題を共有し、教員の意識改革に取り組みま
す。

　３．数値目標

内容（指標） 部活動指導員の配置

実績値（平成30年度） ４人

　１．評価項目

　資料№５８

令和５年度　湖南市教育事業評価シート

学校教育課
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